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はじめに
本書では、 Calpont InfiniDB Enterprise を イ ン ス ト ールする ために必要な手順の概要に
ついて説明し ます。

対象読者

本書は、 Calpont InfiniDB システムの実装を行 う IT 管理者を対象と し ています。

表記規則

本書では、 次の表記規則およびユーザーへの警告を使用し ています。

表 1: 表記規則

項目 説明

太字 表示された とお り に入力する文字。

例 ： getLogInfo と入力し ます

こ の場合、 getLogInfo と入力し ます。

斜体 変数またはプレース ホルダ。 文字列を適切に置き換えて入力
し ます。 複数の単語で構成される変数はアンダース コ ア （_）
で連結し て表示されています。

例 ： 
ID を入力し ます。

ID 番号 34878 を入力し ます。

IP_address を入力し ます。

IP ア ド レ ス 110.68.52.01 を入力し ます。
はじめに i
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マニュアルリ ス ト

Calpont InfiniDB のマニ ュ アルは、 様々な読者を対象 と し た複数のガイ ド で構成されていま
す。 次の表を参照し て く だ さ い。

表 2: ユーザーへの警告

項目 説明

注意 ： 役立つ情報であ る こ と を示し ます。

警告 ： データの損失または破損の原因と な るハード ウ ェ アや
ソ フ ト ウ ェ アのエラーを発生させる可能性があ る こ と を示し
ます。

表 3: マニュ アル

マニ ュ アル 説明

『Calpont InfiniDB 管理者ガイ
ド』

Calpont InfiniDB を管理する ための詳細な手順につい
て説明し ます。

『Calpont InfiniDB 最小推奨仕
様ガイ ド』

Calpont InfiniDB の実装に必要なハード ウ ェ アおよび
ソ フ ト ウ ェ アの最小の推奨仕様を示し ます。

『Calpont InfiniDB SQL 構文ガ
イ ド』

Calpont InfiniDB に固有の構文について説明し ます。

『Calpont InfiniDB 概要』 分析用データベース Calpont InfiniDB の概要について
説明し ます。

『Calpont InfiniDB パフ ォーマ
ン スチューニングガイ ド』

分析用データベース InfiniDB をパラ レル化および拡張
する ためのチューニングに役立つ情報について説明し
ます。

『Calpont InfiniDB マルチ UM 
同期ガイ ド』

Calpont InfiniDB で 2 つ以上のユーザーモジ ュールの
同期を保持する ために使用するオプシ ョ ンの概要につ
いて説明し ます。
i はじめに



マニュアルの入手

英語版のマニュ アルは、 （http://www.infinidb.org/ および http://www.calpont.com） で入
手する こ と ができ ます。 追加の支援が必要な場合は infinidb_doc@ashisuto.co.jp にご連
絡 く ださ い。

マニュアルへのフ ィ ー ドバッ ク

マニュ アルの改善に向けて、 フ ィ ード バッ ク、 コ メ ン ト および提案をいただけますよ
う お願いいた し ます。 マニュ アル名、 バージ ョ ンおよびページ番号を添えて コ メ ン ト
を infinidb_doc@ashisuto.co.jp にご送付 く だ さい。

追加リ ソース

Calpont InfiniDB のイ ン ス ト ールおよびチューニング、 または Calpont InfiniDB を使用
し たデータの問合せに関し て支援が必要な場合は infinidb_doc@ashisuto.co.jp までご連
絡 く ださ い。
はじめに iii
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第 1 章
ラ イセンスに関する情報
30 日間の試用ラ イセンスに関する情報

30 日間の試用版を イ ン ス ト ールする と きは、 InfiniDB Enterprise の通常のイ ン ス ト ー
ル手順に従って く ださ い。 ソ フ ト ウ ェ アによ ってプロセスが管理され、 30 日の期間は
ソ フ ト ウ ェ アを最初にイ ン ス ト ールし た時点から開始される ため、 追加の ソ フ ト ウ ェ
アキーは必要あ り ません。 InfiniDB Enterprise ソ フ ト ウ ェ アの評価で支援が必要な場合
や、 ラ イセン スについて質問があ る場合は、 infinidb_doc@ashisuto.co.jp まで電子 メ ー
ルでお問い合せ く ださ い。

ラ イセンスのア ッ プグレー ド

InfiniDB のラ イセン ス情報のア ッ プグレード で支援が必要な場合は、
infinidb_doc@ashisuto.co.jp までご連絡 く だ さい。
ラ イセンスに関する情報 1
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第 2 章
イ ンス ト ールの準備
構成の準備

InfiniDB を イ ン ス ト ールする前に、 い く つかの準備が必要です。 InfiniDB 製品サポー ト
と相談し て次の こ と を決定する必要があ り ます。

システムで必要なユーザーモジ ュール （UM） の数。

システムで必要なパフ ォーマン スモジ ュール （PM） の数。

システムで必要なデ ィ ス ク領域の量。

OS に関する情報

Linux サーバーのイ ン ス ト ールの場合は、 次の追加のパッ ケージを イ ン ス ト ールする
必要があ り ます。

expect

注意 ： InfiniDB は、 次の OS での動作が保証されています。
RHEL/CentOS v5、 v6
Debian v5、 v6
Ubuntu 10.04 LTS、 12.04 LTS 

（12.04 LTS が使用可能かど う かについては、 お問い合せ く だ さい）
ただし、 最近の任意の Linux システムで動作し ます。

Windows Server 2008
（日本国内では開発ラ イセン スのみ提供し ています）
イ ンス ト ールの準備 3
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システム管理に関する情報

InfiniDB のイ ン ス ト ールを開始する前にシステム管理者から提供されている必要があ る情
報は次の とお り です。

各 ノード の各イ ン タ フ ェースのホ ス ト 名 （オプシ ョ ン）。

各 ノード の各イ ン タ フ ェースの IP ア ド レ ス。

ノー ド の root パス ワード （すべての ノード の root パス ワード は同じであ る必要があ

り ます。 または、 サーバー間で root の SSH 鍵を設定する必要があ り ます）。

次の例は、 3 つの PM と 1 つの UM で構成される システムで、 PM-1 にパス ワード
な しの SSH を構成する ために必要な手順を示し ています。 システムのすべての PM
で同様の手順を繰 り 返す必要があ り ます。

   [infinidb@cal-pm-1 ~] $ ssh-keygen
   [infinidb@cal-pm-1 ~] $ ssh-copy-id -i ~/.ssh/id_rsa.pub cal-pm-1
   [infinidb@cal-pm-1 ~] $ ssh-copy-id -i ~/.ssh/id_rsa.pub cal-pm-2
   [infinidb@cal-pm-1 ~] $ ssh-copy-id -i ~/.ssh/id_rsa.pub cal-pm-3
   [infinidb@cal-pm-1 ~] $ ssh-copy-id -i ~/.ssh/id_rsa.pub cal-um-1

サイ ト に NMS があ り 、SNMP ト ラ ッ プを この NMS に送信する場合は、その IP ア ド レ

ス を知ってお く 必要があ り ます。 InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが NMS に ト ラ ッ プを送信
でき る よ う にするには、 NMS の追加の構成が必要にな る場合があ り ます。

InfiniDB は、 ド ラ イブまたはデ ィ ス ク のラベル付けをサポー ト し ます。

オプシ ョ ンの情報

InfiniDB は、 ネ ッ ト ワーキングに関し て非常に柔軟です。 次のよ う なオプシ ョ ンがあ り ま
す。

UM と PM 間のイ ン ターコネ ク ト には、1 つ以上のプラ イベー ト VLAN を使用でき ま

す。 この場合、 InfiniDB によ って個々の LAN の ト ラ ンキングが自動的に行われる
ため、 UM と PM 間で帯域幅の効率が向上し ます。

PM には、 パブ リ ッ ク LAN ア ク セスは必要あ り ません。 PM には、 UM と の通信のみ

が必要であ る ためです。

UM には、多 く の場合、サイ ト の LAN から MySQL サーバーのフ ロ ン ト エン ド にア ク

セスする ために 1 つ以上のパブ リ ッ ク イ ン タ フ ェースが必要です。 このイ ン タ
フ ェースは、 PM のイ ン ターコネ ク ト と は別の物理接続または論理接続です。

UM の MySQL サーバーのフ ロ ン ト エン ドへのパブ リ ッ ク ア ク セスに対し、サイ ト で

必要な任意のセキ ュ リ テ ィ を使用でき ます。 デフ ォル ト では、 ポー ト 3306 で リ ス
ニング し ます。
 イ ンス ト ールの準備



InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが機能するのに存在する必要があ るのは、 TCP/IP ス タ ッ

ク のみです。 必要な任意の物理層を使用でき ます。

データベースフ ァ イル （DBRoot）

システムに含める DBRoot の数を判断する必要があ り ます。後で DBRoot を追加

するには、 データベースのエ ク スポー ト および再構築が必要 と な る ためです。

一般的な目安 と し て、DBRoot の数は、計画する PM の最大数以上にする必要

があ り ます。

ローカルのデータベースフ ァ イル

ローカルデ ィ ス ク を使用し てデータベース フ ァ イルを格納する場合、 追加の設定は必
要あ り ません。

SAN にマウン ト されたデータベースフ ァ イル

SAN を使用し てデータベース フ ァ イルを格納する場合は、 次の こ と を考慮する必要が
あ り ます。

各 DBRoot は、 マウ ン ト 可能な個別のパーテ ィ シ ョ ン またはデ ィ レ ク ト リ であ

る必要があ り ます。

InfiniDB はほ と んどの Linux フ ァ イルシステムで動作し ますが、EXT2 で最も多 く

テス ト を行っています。 EXT3 または EXT4 で も問題はあ り ませんが、 これら
のフ ァ イルシステムのジ ャーナ リ ング機能がデータベースアプ リ ケーシ ョ ンに
は高コ ス ト にな る可能性があ り ます。 選択し たフ ァ イルシステムが、 具体的な
ビジネス ・ ニーズを確実に満たすよ う に、 そのフ ァ イルシステムの書込み特性
を慎重に評価する必要があ り ます。 いずれの場合も、 InfiniDB は、 比較的少数
の非常に大きい （>64MB） フ ァ イルを書き込みます。 Linux システム管理者に
相談し て、 選択し たフ ァ イルシステムでデフ ォル ト よ り 大きい bytes-per-
inode 設定を構成でき るかど う かを確認する必要があ り ます。

fstab フ ァ イルを設定する必要があ り ます （/etc/fstab）。すべての PM で使用

されるすべての DBRoot を指す各 PM にこれらのエン ト リ を追加する必要があ
り ます。 noauto オプシ ョ ンは、 すべての DBRoot がすべての PM に関連付け ら

れ、 サーバーのス ター ト ア ッ プ時に自動的にマウ ン ト されないこ と を示し ま
す。 各 PM に割 り 当て られている、 関連付け られた DBRoot は、 InfiniDB のス
ター ト ア ッ プ時にその PM に個別にマウ ン ト されます。 次の例は、 すべての
PM で合計 4 つの DBRoot の場合の ext2 の設定を示し ますが、 必要な任意の
デ ィ ス ク タ イプを設定でき ます。

/dev/sda1 /usr/local/Calpont/data1 ext2 noatime,nodiratime,noauto 0 0
/dev/sdd1 /usr/local/Calpont/data2 ext2 noatime,nodiratime,noauto 0 0
/dev/sde1 /usr/local/Calpont/data3 ext2 noatime,nodiratime,noauto 0 0
/dev/sdg1 /usr/local/Calpont/data4 ext2 noatime,nodiratime,noauto 0 0
イ ンス ト ールの準備 5
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Amazon EC2 の設定

InfiniDB は、 Amazon EC2 環境で実行でき ます。 専用の AMI を提供し てお り 、 これを使用
する こ と をお薦めし ます。 こ の AMI では InfiniDB があ らかじめパッ ケージ化されていて、
Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト が含まれている ため、 新しいイ ン ス タ ン スの起動 と、
EBS ボ リ ュームの作成、 フ ォーマ ッ ト および接続が容易にな り ます。 InfiniDB 専用 AMI を
登録する場合は、 infinidb_doc@ashisuto.co.jp までお問い合せ く だ さい。

単一または一連のイ ン ス タ ン スに InfiniDB パッ ケージを自身でイ ン ス ト ールする こ と も で
き ます。 使用する EBS ボ リ ュームの設定に加えて、 各イ ン ス タ ン ス内でい く つかの設定
を実行する必要があ り ます。 その後、 postConfigure と い う InfiniDB イ ン ス ト ールス ク

リ プ ト を手動で実行し ます。

次の項では、 Amazon 環境の設定、 および各イ ン ス ト ールタ イプ （AMI または標準） に必
要な手順について説明し ます。

Amazon 環境の初期設定

InfiniDB のイ ン ス ト ールおよび構成を行 う 前に、 ユーザーに Amazon EC2 の設定および使
用 （イ ン ス タ ン スの起動、 鍵ペアの作成、 EBS ボ リ ュームの作成など） に関する基本知識
があ る こ と を前提と し ています。 次の リ ン クは、 Amazon EC2 の初期設定に役立ちます。

Amazon EC2 の使用 ：

http://docs.amazonwebservices.com/AWSEC2/latest/GettingStartedGuide/
Welcome.html

EBS ボ リ ュームの作成および接続 （標準、 非 AMI イ ン ス ト ールを実行する と きに使用） ：

http://docs.amazonwebservices.com/AWSEC2/latest/UserGuide/AmazonEBS.html

InfiniDB Amazon EC2 Machine Image （AMI）

こ の AMI は、 単一イ ン ス タ ン ス と複数イ ン ス タ ン スの両方の設定に使用し ます。 （イ ン ス
ト ールに必要な） イ ン ス タ ン ス間のルー ト パス ワード によ る ロ ギングを可能にする など、
その他の設定要件と と もに InfiniDB パッ ケージがイ ン ス ト ールされています。

こ の AMI の root デ ィ レ ク ト リ には、 Amazon EC2 環境内で InfiniDB を構成およびイ ン ス
ト ールする ための基本的な手順を記載し た README フ ァ イルが含まれています。 また、
Amazon 構成フ ァ イルおよび使用される Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト も含まれていま
す。 これらについては以下で説明し ます。

エフ ェ メ ラルス ト レージおよび EBS ス ト レージ

こ の AMI は、 ローカルデ ィ ス ク ス ト レージ用の最大 4 つのエフ ェ メ ラルス ト レージ ド ラ
イブを使用し て事前構成されています。 各デ ィ ス ク には 414GB の容量があ り ます。 これ
は、 バルク ローダーで使用されるデータ ソース フ ァ イルなどのフ ァ イルを格納する ために
使用されます。
 イ ンス ト ールの準備
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利用可能なエフ ェ メ ラルデ ィ ス ク の数は、 使用する イ ン ス タ ン スのサイ ズに基づいて
います。 詳細は、 次の リ ン ク を参照し て く だ さい。

http://docs.amazonwebservices.com/AWSEC2/latest/UserGuide/InstanceStorage.html

これらの 4 つのデ ィ ス クは、 次のデバイ ス名にマ ッ プ されます。

/dev/sdb

/dev/sdc

/dev/sdd

/dev/sde

また、 Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト では、 Amazon 構成フ ァ イルでの構成に応じ
て、 使用されるユーザーモジ ュールおよび DBRoot データ ス ト レージの EBS ボ リ ュー
ム も作成されます。

多数の DBRoot デ ィ ス ク を構成する場合、 /dev/sdf、 /dev/sdh から /dev/sdz ま

での文字列で始ま るデバイ ス名が使用されます。
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AWS の 「Security Credentials」 ページ

証明書フ ァ イルおよび秘密鍵フ ァ イルで構成される、 X.509 証明書の鍵を作成し て

ダウ ン ロード し ます。

これらのフ ァ イルは、 InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス タ ン スで EC2 API を実行す

る ために必要です。

AWS Management Console の 「EC2」 ページ

鍵ペアの作成およびダウ ン ロード

次のイ ンバウ ン ド ルールを含むセキ ュ リ テ ィ グループの作成 ：

SSH

ICMP

ポー ト 範囲が 8600-8800 のカス タ ム TCP ルール

InfiniDB を実行する ために外部の場所から Amazon イ ン ス タ ン スにア ク セスする

場合は、 ポー ト 3306 の別のカ ス タ ム TCP ルールを設定する必要があ り ます。

AMI の メ ニューから 「InfiniDB-release#」 を選択し て起動し ます。

8 コ アおよび 68GiB メ モ リ ーで最適なパフ ォーマン ス を実現するハイ メ モ リ ク ア

ド ラプルエ ク ス ト ラ ラージ （m2.4xlarge） イ ン ス タ ン ス タ イプの使用をお薦めし
ます。 最小で も エ ク ス ト ラ ラージ （m1.xlarge） イ ン ス タ ン ス タ イプを使用する
必要があ り ます。

SCP を使用し て証明書フ ァ イルおよび秘密鍵フ ァ イルを各イ ン ス タ ン スに転送し ま

す。 /root デ ィ レ ク ト リ に配置する こ と をお薦めし ます。 ほかのデ ィ レ ク ト リ を

使用する場合は、 イ ン ス ト ールを実行する前に、 すべてのイ ン ス タ ン スにその
デ ィ レ ク ト リ が存在する必要があ り ます。

Amazon EC2 イ ンス タ ンスのログイ ン

AMI を使用し て起動し た イ ン ス タ ン ス を選択する と、 管理コ ン ソールページで SSH ロ グ
イ ン コマン ド を実行でき ます。 コマン ド の例を次に示し ます。

ssh -i mykey.pem root@ec2-xx-xx-xxx-xxx.compute-1.amazonaws.com

注意 ： InfiniDB は、 AWS の root ユーザーと し て イ ン ス ト ールおよび実行する必要があ り ま
す。
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Amazon EC2 イ ンス タ ンス

SSH によ り イ ン ス タ ン スにロ グオン し ます。

Amazon 構成フ ァ イル ： ス ター ト ア ッ プする システムのタ イプに基づいて これ

らのフ ァ イルのいずれかを編集する必要があ り ます。

どち らか一方のフ ァ イルに設定する必要があ る 2 つのパラ メ ータは、 x.509

フ ァ イル用のパラ メ ータです。 その他のパラ メ ータは必要に応じ て変更で
き ます。 「Amazon 構成フ ァ イル」 の項で さ らに詳し く 説明し ています。

Region パラ メ ータは、 デフ ォル ト では米国東部 （バージニア州） で実行す

る設定になっています。 その他の地域で実行する場合は、 Region パラ

メ ータ を変更する必要があ り ます。

Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト で使用されるデフ ォル ト 構成フ ァ イルは、

amazonConfig.xml です。このフ ァ イルは、1 つの UM と 2 つの PM を使用

し、 各 PM に 100Gb の EBS ス ト レージが接続されている複数イ ン ス タ ン ス
システム と し て設定されています。

また、 単一イ ン ス タ ン ス用の InfiniDB システム構成フ ァ イル amazonCon-
fig-1pm.xml も あ り ます。このフ ァ イルを使用する と、UM および PM の機

能を実行する単一イ ン ス タ ン ス を ス ター ト ア ッ プでき ます。 これには、
100Gb の EBS ス ト レージが接続されています。 ご く 基本的な単一イ ン ス タ
ン スのシステムのみが必要な場合は、 このフ ァ イルから始める こ と ができ
ます。

Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト

Amazon 構成フ ァ イルが設定でき た ら、Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト を実

行し ます。 このコマン ド は root デ ィ レ ク ト リ で実行する必要があ り ます。

デフ ォル ト の構成フ ァ イル amazonConfig.xml を使用するには

# ./amazonInstaller

単一イ ン ス タ ン ス またはその他の構成フ ァ イルを使用するには

# ./amazonInstaller -c amazonConfig-1pm.xml
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Amazon 構成フ ァ イル

InfiniDB AMI に含まれている Amazon 構成フ ァ イルには、 実行する システムのタ イプに基
づいて設定でき る （必須およびオプシ ョ ンの） パラ メ ータが含まれています。 以下に、 デ
フ ォル ト の構成フ ァ イル amazonConfig.xml を各パラ メ ータの簡単な説明と と もに示し

ます。

これら 2 つのエン ト リ （フ ァ イルの最後） は設定する必要があ り ます。 その他は必要に応
じ て変更でき ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!-- $Id: amazonConfig.xml 2830 2012-04-08 17:38:58Z dhill $ -->
<!--   Used with the amazonInstaller script-->
<Calpont Version="V1.0.0">

<SystemConfig>
<!-- System Name-->
<SystemName>calpont-1</SystemName>

<!-- System Type: combined (um and pm on same instance)
                  separate (um and pm  on separate instances) -->
<SystemType>separate</SystemType>

<!-- Elastic IP to Module Assignment -->
<!--- Example usages: x.x.x.x:um1 -->
<!--- Example usages: x.x.x.x:um1,y.y.y.y:pm1 -->
<ElasticIPs>unassigned</ElasticIPs>

<!-- Number of User Modules: n/a for combination system type -->
<UserModuleCount>1</UserModuleCount>

<!-- User Modules Instances list, use existing instances instead of 
Launching new ones -->

<!-- This list would start with um1, list is seperated by commands. 
i.e 'id1,id2,id3' -->

<UserModuleInstances>unassigned</UserModuleInstances>

<!-- User Module Instance Type, default to current Instance Type -->
<UserModuleInstanceType>unassigned</UserModuleInstanceType>

<!-- User Modules Security Group, default to local Security Group -->
<UserModuleSecurityGroup>unassigned</UserModuleSecurityGroup>

                

<!-- Use EBS Volumes for User Module data storage? -->
<!-- Applicable for system type = 'separate' only -->
<UseUMEBSVolumes>y</UseUMEBSVolumes>    

                

<!-- Size of User Module EBS Volumes in gigabytes -->
<!-- Applicable for system type = 'separate' only -->
<UMEBSVolumeSize>10</UMEBSVolumeSize>
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<!-- User Module MySQL Database Auto Sync -->
<!-- Setting this enables the Automatic syncing of the MySQL Data-

base from the Primary User Module to other User Modules. And 
will sync the dastabase when a new User Module is Added -->

<UserModuleAutoSync>y</UserModuleAutoSync>

                

<!-- User Module MySQL Database Auto Sync Time in Minutes -->

<UserModuleSyncTime>10</UserModuleSyncTime>

<!-- Number of Performance Modules -->
<PerformanceModuleCount>2</PerformanceModuleCount>

<!-- Performance Modules Instances list, use existing instances -
->    

<!-- instead of Launching new ones. This list would start with -->
<!-- pm2.  List is seperated by commands. i.e 'id1,id2,id3' -->
<PerformanceModuleInstances>unassigned</

PerformanceModuleInstances>
                
<!-- Number of DBRoots assigned to each Performance Module -->
<DBRootsPerPM>1</DBRootsPerPM>

                
<!-- Use EBS Volumes for (um/pm) data storage (system type = 

'combined')? -->
<!-- Use EBS Volumes for pm data storage (system type = 

'separate')? -->
<UseEBSVolumes>y</UseEBSVolumes>        
                
<!-- Size of Badk-End EBS Volumes in gigabytes -->
<PMEBSVolumeSize>100</PMEBSVolumeSize>
                
<!-- SNMP Trap Receiver IP Address: 0.0.0.0 means no snmptraps 

will be forwarded ->
<SNMPTrapIPAddr>0.0.0.0</SNMPTrapIPAddr>
                
<!-- Total UM Memory Size, default to postConfigure setting -->
<TotalUmMemory>unassigned</TotalUmMemory>
                
<!-- Blocks Cache Size Pct, default to postConfigure setting -->
<NumBlocksPct>unassigned</NumBlocksPct>

<!-- Root Password or 'ssh' for ssh-key setup -->
<RootPassword>********</RootPassword>

<!-- License Key, default to 30 days -->
<LicenseKey>unassigned</LicenseKey>
                
<!-- Enables Automatic Amazon Instance/Volume tagging -->
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<!-- When set 'y', Instance Name Tags will be set to 'system-name'-
'module-name', DBRoot Volume Name Tags will be set to 'system-
name'-'dbrootID'. User Module Volume Name Tags will be set to 
'system-name'-'module-name' -->

<AutoTagging>y</AutoTagging>
                
<!-- Amazon EC2 region your running in, run ec2-describe-regions to 

get valid region names -->
<Region>us-east-1</Region>

<!-- x.509 Certification File with directory location. 
i.e. /root/cert-xxxx -->

<x509CertificationFile>unassigned</x509CertificationFile>
                
<!-- x.509 Private Key File with directory location. 

i.e. /root/pk-xxxx -->
<x509PrivateFile>unassigned</x509PrivateFile>

</SystemConfig>
</Calpont>

注意 ： RootPassword は、 イ ン ス ト ールされる構成フ ァ イルで正し く 設定されます。 こ

のマニュ アルではコ メ ン ト ア ウ ト されています。

Amazon イ ンス ト ーラスク リ プ ト

指定された Amazon 構成フ ァ イルに基づいて InfiniDB Amazon システムを設定および開始
する ために、 Amazon イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト を使用し ます。 Amazon の部分が構成された
後で、 InfiniDB イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト （postConfigure） が実行されます。

また、 help オプシ ョ ンによ って使用方法を参照でき ます。

# ./amazonInstaller -h

This is the Amazon InfiniDB AMI System Configuration and Installation 
tool.
It will Configure and startup an Amazon InfiniDB System.

It will read the system configuration settings from /root/
amazonConfig.xml. The user can provide a different configuation file 
with the -c option. If no amazonConfig.xml exists, then the user will 
be prompted for settings.

Usage: amazonInstaller -c 'config.xml' -h -l -v -pc -d
   -h   Help
   -c   system config file, default is '/root/amazonConfig.xml'
   -l   logfile for postConfigure output, default is /root/

postConfigure.log
   -v   InfiniDB version
   -pc  postConfigure failure System Cleanup, used to run System 

Cleanup if InfiniDB fails to install
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   -d   Delete Cluster, used to delete Instances and Volumes on 
a shutdowned system.  It requires  the -c argument for 
the  name of local Amazon Configure File '-c' option

以下の出力は、 デフ ォル ト の構成フ ァ イル （1 つの UM と 2 つの PM） を使用し た
amazonInstaller の実行例です。 postConfigure の実行によ る出力も含まれてい

ます。

./amazonInstaller 

This is the Amazon InfiniDB AMI System Configuration and Installation 
tool.
It will Configure and startup an Amazon InfiniDB System.
It will read the system configuration settings from /root/
amazonConfig.xml

=== Setting up system 'calpont-1' based on these settings === 

System Type = separate
Number of User Modules = 1 (m2.2xlarge)
Using EBS Volumes for User Module storage = y
User Module EBS Volume Size = 10
Number of Performance Modules = 2 (m1.xlarge)
Number of DBRoots per Performance Modules = 1
Using EBS Volumes for Performance Module (DBRoot) storeage = y
DBRoot EBS Volume Size = 100
SNMP Trap Receiver IP Address = 0.0.0.0
Instance and Volume Name Auto Tagging = enabled
Amazon Region = us-east-1

===== Launch Instances =====

Local Instance for pm1: i-b122f0d4
 Creating Instance Tag for pm1

Launched Instance for um1: i-b122f0d1
Launched Instance for pm2: i-cd567bae
 SCP x.509 files to um1
 SCP x.509 files to pm2
 Creating Instance Tag for um1
 Creating Instance Tag for pm2

===== Create and Attach Volumes =====

Created Volume for module um1
Create Volume for DBRoot #1 on module pm1
CreatedVolume for DBRoot #2 on module pm2
 Attach Volume and format : vol-50557f31:/dev/sdf1 for module um1
 Attach Volume and format : vol-742ec818:/dev/sdh1
 Attach Volume and format : vol-e341b98d:/dev/sdh2
 Creating Volume Tag for um1
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 Creating Volume Tag for DBRoot #1
 Creating Volume Tag for DBRoot #2

===== InfiniDB Configuration Setup and Installation =====

----- Updating InfiniDB Configuration File (Calpont.xml)  -----

----- Running the System Installer Script (postConfigure)-----

This is the Calpont InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the Calpont InfiniDB System and will perform a Package
Installation of all of the Servers within the System that is being 
configured.

IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is a Performance Module, preferred Module #1

With the no-Prompting Option being specified, you will be required to have 
the following:

 1. Root user ssh keys setup between all nodes in the system or
    use the password command line option.
 2. A Configure File to use to retrieve configure data, default to 

Calpont.xml.rpmsave or use the '-c' option to point to a configuration 
file.

The Calpont Configuration Data is taken from /usr/local/Calpont/etc/
Calpont.xml.rpmsave

Do you want to utilize the configuration data from the saved copy? [y,n]  > 

===== Setup System Server Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Server Type: single and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will only be 1 server 
configured on the system. It's a shorter install procedure used 
for POC testing, as an example. It can also be used for 
production systems, if the plan is to stay single-server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to configure 
multiple servers now or in the future. With Multi-Server 
install, you can still configure just 1 server now and add on 
addition servers/ modules in the future. This is used more for 
production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (2) >

Installing on Amazon EC2 Instances [y,n] (y) > 

For Amazon EC2 Instance installs, these files will need to be installed on
on the local instance:
4 イ ンス ト ールの準備



 1. X.509 Certificate
 2. X.509 Private Key

Are these files installed and ready to continue [y,n] (y) > 

Enter Name and directory of the X.509 Certificate (/root/cert-
MyCertFile.pem) > 
Enter Name and directory of the X.509 Private Key (/root/pk-MyPKFile.pem) > 

===== Setup System Module Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Module Type: separate 
and combined

  'separate' - User and Performance functionality on separate servers.

  'combined' - User and Performance functionality on the same server

Select the type of System Module Install [1=separate, 2=combined] (1) > 

NOTE: Using the default setting for 'NumBlocksPct' at 86%
      Using previous configuration setting for 'TotalUmMemory' = 8G

Enter System Name (myinfinidb_ec2) >

Enter the Local Module Name or exit [pmx,exit] (pm1) >

===== Setup High Availability Frontend MySQL Data Storage Mount 
Configuration =====

There are 2 options when configuring the storage: internal and external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used for the 
MySQL Data storage or the MySQL Data storage directories are 
manually mounted externally but no High Availability Support 
is required

  'external' -    This is specified when the MySQL Data directory is 
externally mounted and High Availability Failover Support is 
required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (2) > 

===== Setup High Availability Data Storage Mount Configuration =====

There are 2 options when configuring the storage: internal and external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used for the 
dbroot storage or the dbroot storage directories are 
manually mounted externally but no High Availability 
Support is required
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  'external' - This is specified when the dbroot directories are externally 
mounted and High Availability Failover Support is required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (2) >

===== Setup the Module Configuration =====

----- User Module Configuration -----

Enter number of User Modules [1,1024] (1) > 
Enter Starting Module ID for User Module [1,1024] (1) >

*** User Module #1 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID  (i-b122f0d1) >
Getting Private IP Address for Instance i-b122f0d1, please wait...
Private IP Address of i-b122f0d1 is 10.202.213.87

----- Performance Module Configuration -----

Enter number of Performance Modules [1,1024] (2) >
Enter Starting Module ID for Performance Module [1,1023] (1) >

*** Parent OAM Module Performance Module #1 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID  (i-b122f0d4) >
Getting Private IP Address for Instance i-b122f0d4, please wait...
Private IP Address of i-b122f0d4 is 10.202.213.135

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs assigned to module 
'pm1' (1) > 

Enter Volume Name assigned to 'DBRoot1' (vol-742ec818) > 
Enter Device Name for volume 'vol-742ec818' (/dev/sdd1) > 

*** Performance Module #2 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID  (i-cd567bae) > 
Getting Private IP Address for Instance i-cd567bae, please wait...
Private IP Address of i-cd567bae is 50.17.49.47

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs assigned to module 
'pm2' (2) > 

Enter Volume Name assigned to 'DBRoot2' (vol-e341b98d) > 
Enter Device Name for volume 'vol-e341b96d' (/dev/sdd2) > 

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.
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If the system where InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap 
Process
running, then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-Trap 
Process.
Not having the InfiniDB SNMP_trap Process will effect the generation of 
InfiniDB Alarms and associated SNMP Traps. Please reference the Calpont 
InfiniDB Installation Guide for additional information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable it 
[y,n](n)> 

InfiniDB SNMP Process successfully enabled

===== Setup the Network Management System (NMS) Server Configuration 
=====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a Network 
Control Center
Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > 

===== Setup the External Device Configuration =====

External Devices are devices like a storage array or a Ethernet Switch 
that can be setup to be monitored by InfiniDB with a ping test. If device 
fails, InfiniDB will report a failure alarm.

Would you like to add an External Device? [y,n] (n) > 

===== System Installation =====

System Configuration is complete, System Installation is the next step. 
Would you like to continue with the System Installation? [y,n] (y)  > 

Enter the Package Type being installed to other servers 
[rpm,deb,binary] (rpm) > 
Performing an InfiniDB System install using RPM packages located in the 
/root/ directory.

Next step is to enter the password to access the other Servers.
This is either the root password or you can default to using a ssh key
If using the root password, the password needs to be the same on all 
Servers.

Enter the 'root' password, hit 'enter' to default to using a ssh key, or 
'exit' > 

----- Performing Install on 'um1 / i-b122f0d1' -----

Install log file is located here: /var/log/Calpont/um1_rpm_install.log

----- Performing Install on 'pm2 / i-cd567bae' -----
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InfiniDB Package being installed, please wait ..........DONE

Install log file is located here: /var/log/Calpont/pm2_rpm_install.log

===== Checking InfiniDB System Logging Functionality =====

The InfiniDB system logging is setup and working on local server

InfiniDB System Configuration and Installation is Completed

===== Infinidb System Startup =====

System Installation is complete. If any part of the install failed,
the problem should be investigated and resolved before continuing.

Would you like to startup the InfiniDB System? [y,n] (y) > 

----- Starting InfiniDB on 'um1' -----

[root@ip-xx-xx-xxx-xxx ~]# ssh root@x.xx.xx.xx /etc/init.d/infinidb restart
root@xx.xx.xx.xx's password: 
Shutting down Calpont InfiniDB Database Platform
Starting Calpont InfiniDB Database Platform
Starting MySQL. SUCCESS! 
[root@ip-xx-xx-xx-xx ~]# InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on 'pm2' -----

[root@ip-xx-xx-xxx-xxx ~]# ssh root@x.xx.xx.xx /etc/init.d/infinidb restart
root@xx.xx.xx.xx's password: 
Shutting down Calpont InfiniDB Database Platform
Starting Calpont InfiniDB Database Platform
[root@ip-xx-xx-xx-xx ~]# InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on local server -----

Starting Calpont InfiniDB Database Platform
InfiniDB successfully started

InfiniDB Database Platform Starting, please wait .................DONE

System Catalog Successfully Created

InfiniDB Install Successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the InfiniDB MySQL console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console
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postConfigure Successfully Completed, system is ready to use

標準的な Amazon イ ンス ト ール要件

起動し た Amazon EC2 イ ン ス タ ン スに InfiniDB パッ ケージを イ ン ス ト ールでき ます。
イ ン ス タ ン スの要件を以下に示し ます。

「OS に関する情報」 の項で説明し た、 サポー ト されている Linux バージ ョ ン

以下のパッ ケージを含んでいる。

expect

Amazon EC2 API

標準的な Amazon への InfiniDB のイ ンス ト ール ： 単一イ ンス タ ンス

前述の とお り 、 Amazon の標準的な単一イ ン ス タ ン ス を ス ター ト ア ッ プし て、 InfiniDB
を自身でイ ン ス ト ールおよび実行する こ と もでき ます。

AWS Management Console の 「EC2」 ページで次を実行し ます。

鍵ペアの作成およびダウ ン ロード

次のイ ンバウ ン ド ルールを含むセキ ュ リ テ ィ グループの作成 ：

SSH

ICMP

ポー ト 範囲が 8600-8800 のカス タ ム TCP ルール

InfiniDB を実行する ために外部の場所から Amazon イ ン ス タ ン スにア ク セ

スする場合は、 ポー ト 3306 の別のカ ス タ ム TCP ルールを設定する必要
があ り ます。

Amazon Linux AMI イ ン ス タ ン ス タ イプを選択し て起動し ます。

最小のイ ン ス タ ン ス タ イプ と し てエ ク ス ト ラ ラージを選択する こ と をお

薦めし ます。

EBS ボ リ ュームを作成し ます。 よ り 大きい記憶域を得る ためのみでな く 、 任

意のイ ン ス タ ン スに接続可能な、 データベースの永続的で信頼性の高い記
憶域を得る ために、 こ の手順をお薦めし ます。

実行中のイ ン ス タ ン スにボ リ ュームを接続し ます。

イ ン ス タ ン スにロ グ イ ン し ます。

1.「デ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ンのフ ォーマ ッ ト 」 に示すよ う に、 デ ィ ス ク
のフ ォーマ ッ ト およびマウ ン ト を行います。

SCP を使用し て InfiniDB 3.5 パッ ケージ （RPM またはバイナ リ ） を イ ン ス タ ン ス

に転送し ます。
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sudo を使用し て root ユーザーに変更し ます。

# sudo /bin/bash

単一サーバーのイ ン ス ト ールプロセス を実行し ます （構成に応じ て ローカルまた

は外部のデ ィ ス クのいずれか） 第 4 章の単一サーバーのイ ン ス ト ールに関する説
明を参照し て く だ さい。

イ ン ス タ ン スにロ グ イ ン し ます。 InfiniDB を使用する準備ができ ています。

idbmysql

標準的な Amazon への InfiniDB のイ ンス ト ール ： 複数イ ンス タ ンス

Amazon の標準的な複数イ ン ス タ ン ス を ス ター ト ア ッ プし て、 InfiniDB を イ ン ス ト ールおよ
び実行する こ と もでき ます。 定義するモジ ュールご と にイ ン ス タ ン ス を作成する必要があ
り ます。

AWS の 「Security Credentials」 ページで次を実行し ます。

証明書フ ァ イルおよび秘密鍵フ ァ イルで構成される、 X.509 証明書の鍵を作成し

てダウ ン ロード し ます。

これらのフ ァ イルは、 イ ン ス タ ン スへのア ク セスに必要です。 また、 イ ン ス

タ ン ス間での SSH/SCP、 および EC2 API の実行を許可する ために、 イ ン ス
タ ン スにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 これらは同じデ ィ レ ク ト リ に
格納され、 イ ン ス ト ール時に InfiniDB イ ン ス ト ールス ク リ プ ト および post-

Configure によ ってその場所を要求されます。

AWS Management Console の 「EC2」 ページで次を実行し ます。

鍵ペアの作成およびダウ ン ロード

次のイ ンバウ ン ド ルールを含むセキ ュ リ テ ィ グループの作成 ：

SSH

ICMP

ポー ト 範囲が 8600-8800 のカス タ ム TCP ルール

InfiniDB を実行する ために外部の場所から Amazon イ ン ス タ ン スにア ク セスす

る場合は、 ポー ト 3306 の別のカス タ ム TCP ルールを設定する必要があ り ま
す。

Amazon Linux AMI イ ン ス タ ン ス タ イプを選択し て起動し ます。

ユーザーモジ ュールおよびパフ ォーマン スモジュールの合計数に基づき、 起

動する イ ン ス タ ン スの数を選択し ます。

最小のイ ン ス タ ン ス タ イプ と し てエ ク ス ト ラ ラージを選択する こ と をお薦め

し ます。

EBS ボ リ ュームを作成し ます。 よ り 大きい記憶域を得る ためのみでな く 、 任意

のイ ン ス タ ン スに接続可能な、 データベースの永続的で信頼性の高い記憶域を
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得る ために、 こ の手順をお薦めし ます。 PM ご と に 1 つのボ リ ュームを作成
する必要があ り ます。

実行中の各 PM イ ン ス タ ン スにボ リ ュームを接続し ます。 標準イ ン ス タ

ン スの場合は、 単一のボ リ ュームを各 PM に接続し ます。

PM イ ン ス タ ン スにロ グ イ ン し ます。

1.「デ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ンのフ ォーマ ッ ト 」 に示すよ う に、 デ ィ ス ク
のフ ォーマ ッ ト およびマウ ン ト を行います。

- マウ ン ト する と きに、 DBRoot の ID 番号をパフ ォーマン スモ
ジュールの ID 番号に一致させます。 た と えば、 PM #1 は /usr/
local/Calpont/data1 にマウ ン ト されます。

各イ ン ス タ ン スで、 次を実行し ます。

sudo を使用し て root ユーザーに変更し ます。

# sudo /bin/bash

rootアカ ウ ン ト のパス ワード がすべてのイ ン ス タ ン スで同じにな る よ う に変

更し ます。

SSH 構成フ ァ イルを更新し ます。

# vi /etc/ssh/sshd_config
PasswordAuthentication yes
PermitRootLogin yes

# service ssh restart 

/home/ec2-user/.bash_profile に追加し ます。

sudo /bin/bash

SCP を使用し て証明書フ ァ イルおよび秘密鍵フ ァ イルを各イ ン ス タ ン スの同じ

デ ィ レ ク ト リ に転送し ます。 これは、 イ ン ス ト ールプロセス時に使用されま
す。

SCP を使用し て InfiniDB 3.5 パッ ケージ （RPM またはバイナ リ ） をパフ ォーマン

スモジ ュール #1 イ ン ス タ ン スに転送し ます。

パフ ォーマン スモジ ュール #1 イ ン ス タ ン スにロ グ イ ン し、「Amazon EC2 の複数

サーバー構成の postConfigure」 に示すよ う に、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト を実行
し ます。

デ ィ スクパーテ ィ シ ョ ンのフ ォーマ ッ ト

EBS ボ リ ュームが接続されている各パフ ォーマン スモジュールイ ン ス タ ン スで、 次の
コマン ド を使用し てボ リ ュームのデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ンを フ ォーマ ッ ト する必要が
あ り ます。

最初に次のコマン ド を実行し て、 デバイ ス名を取得し ます。
fdisk -l
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次を実行し ます。 例では /dev/sdc と い う デバイ ス名が使用されています （前述のコマン
ド で検出されたデバイ ス名）。

mkfs /dev/sdc
fdisk /dev/sdc
mke2fs /dev/sdc1
mkdir -p /usr/local/Calpont/data1
mount /dev/sdc1 /usr/local/Calpont/data1 -t ext2 -o rw 
df -h

準備の概要

InfiniDB を イ ン ス ト ールする前に、 システム管理者によ って このハード ウ ェ アがすべて構
成されている必要があ り ます。 イ ン ス ト ールを円滑に進めるには、 InfiniDB を イ ン ス ト ー
ルする前に、 すべてのネ ッ ト ワークや SAN など、 すべてのハード ウ ェ アが稼働可能な状
態であ る こ と が非常に重要です。 InfiniDB を イ ン ス ト ールする前に、 システムの再起動時
に こ のハー ド ウ ェ アが正常に起動される こ と を確認し て く だ さ い。
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第 3 章
パフ ォーマンスの最適化に関する考慮事項
次に示すとお り 、 InfiniDB を使用する際には最適化を行 う こ と をお薦めし ます。 固有
のイ ン ス ト ールが必要な場合は、 最適化のその他の考慮事項についてネ ッ ト ワーク管
理者に問い合せて く だ さい。

デ ィ ス ク I/O スケジューラ ： パフ ォーマン スモジ ュールの各データベースパー

テ ィ シ ョ ン LUN で、 「cfq」 から 「deadline」 に変更する必要があ り ます。 次を
含むよ う に /etc/rc.d/rc.local を変更し ます。

for scsi_dev in <each mapped drive letter>: do

   echo deadline > /sys/block/$scsi_dev/queue/scheduler

done

GbE NIC 設定 ：

次を含むよ う に /etc/rc.d/rc.local を変更し ます。

/sbin/ifconfig eth0 txqueuelen 10000

次のよ う に /etc/sysctl.conf を変更し ます。

# increase TCP max buffer size
net.core.rmem_max = 16777216
net.core.wmem_max = 16777216
# increase Linux autotuning TCP buffer limits
# min, default, and max number of bytes to use
net.ipv4.tcp_rmem = 4096 87380 16777216
net.ipv4.tcp_wmem = 4096 65536 16777216
# don't cache ssthresh from previous connection
net.ipv4.tcp_no_metrics_save = 1
# recommended to increase this for 1000 BT or higher
net.core.netdev_max_backlog = 2500
# for 10 GigE, use this
# net.core.netdev_max_backlog = 30000
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第 4 章
Calpont InfiniDB のイ ンス ト ールおよび構成
InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

こ の項では、 新規イ ン ス ト ールのみについて説明し ます。 ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグ
レード を実行する場合は、 57 ページの 「Calpont InfiniDB のア ッ プグレード」 を参照
し て く だ さい。

イ ンス ト ールの概要

イ ン ス ト ールに関する注意 1 ： Calpont InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版からエン タープラ イ ズ
版にア ッ プグレードする場合は、 79 ページの 「コ ミ ュ ニテ ィ 版イ ン ス ト ールからエン
タープラ イ ズ版イ ン ス ト ールへのア ッ プグレード 」 を参照し て く だ さい。

イ ン ス ト ールに関する注意 2 ： Calpont InfiniDB Enterprise の単一サーバー構成を複数
サーバー構成に再構成する場合は、 75 ページの 「単一サーバーから複数サーバーへの
再構成」 を参照し て く だ さい。

イ ン ス ト ールに関する注意 3 ： イ ン ス ト ール前に、 使用するサーバーがシステム管理
者によ って詳細に計画されている必要があ り ます。 詳細は、 3 ページの 「イ ン ス ト ー
ルの準備」 を参照し て く ださ い。

こ のマニ ュ アルで説明する イ ン ス ト ールには、 い く つかの種類があ り ます。

単一または複数のサーバーの RPM イ ン ス ト ール

単一または複数のサーバーの DEB イ ン ス ト ール

単一または複数のサーバーのバイナ リ イ ン ス ト ール

注意 ： root 以外のユーザーで InfiniDB を実行するには、 バイナ リ イ ン ス ト ール
手順を使用し ます。

実行する イ ン ス ト ールの種類に該当する項を参照し て く だ さい。
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ダウンロー ド およびイ ンス ト ール

RPM のダウンロー ド

RPM イ ン ス ト ールは、 RHEL5 システム または CentOS システムなど、 RPM をサポー ト す
る システムで実行し ます。

RPM の例 
calpont-release#.x86_64.rpm
calpont-mysql-release#.x86_64.rpm
calpont-mysqld-release#.x86_64.rpm

RPM の初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールし ま
す。

注意 ： Calpont InfiniDB アカ ウ ン ト のユーザーおよび権限の設定は、 MySQL での設
定と同様に行 う こ と ができ ます。 これらの手順の詳細は、 MySQL のマニュ アルを
参照し て く だ さい。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの /root デ ィ レ ク ト リ に、パッ

ケージ calpont-infinidb-release#.x86_64.rpm.tar.gz （RHEL5 

64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロード し ます。

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 3 つの RPM が生成されます。

# tar -zxf calpont-infinidb-release#.x86_64.rpm.tar.gz

3 つの RPM を イ ン ス ト ールし ます。 Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが /usr/
local/Calpont にイ ン ス ト ールされます。

# rpm -ivh calpont*release#*.rpm

DEB のダウンロー ド

DEB イ ン ス ト ールは、 Debian システム または Ubuntu システムなど、 DEB をサポー ト する
システムで実行し ます。

DEB の例
Calpont_release#.amd64.deb
calpont-mysql_release#.amd64.deb
calpont-mysqld_release#.amd64.deb

DEB パッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールし ま
す。
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注意 ： Calpont InfiniDB アカ ウ ン ト のユーザーおよび権限の設定は、 MySQL で
の設定 と同様に行 う こ と ができ ます。 これらの手順の詳細は、 MySQL のマ
ニ ュ アルを参照し て く だ さい。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの /root デ ィ レ ク ト リ に、

パッ ケージ calpont-infinidb-release#.amd64.deb.tar.gz
（DEB 64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロード し ます。

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 3 つの DEB が生成されます。

   # tar -zxf calpont-infinidb-release#.amd64.deb.tar.gz

InfiniDB DEB を イ ン ス ト ールし ます。 Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが

/usr/local/Calpont にイ ン ス ト ールされます。

# dpkg -i calpont*release#*.deb

バイナ リのダウンロー ド

バイナ リ イ ン ス ト ールは、 RPM や DEB のパッ ケージ イ ン ス ト ールをサポー ト し ない
システムの場合、 またはユーザーがパッ ケージ ソ フ ト ウ ェ アではな く 、 バイナ リ での
作業を希望する場合に実行し ます。 root 以外のユーザーで使用する場合に も、 バイナ
リ イ ン ス ト ールを実行する必要があ り ます。

バイナ リパッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール ： root ユーザー

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ール
し ます。

注意 ： Calpont InfiniDB アカ ウ ン ト のユーザーおよび権限の設定は、 MySQL で
の設定 と同様に行 う こ と ができ ます。 これらの手順の詳細は、 MySQL のマ
ニ ュ アルを参照し て く だ さい。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの/usr/localデ ィ レ ク ト

リ に、 パッ ケージ calpont-infinidb-ent-
release#.x86_64.bin.tar.gz （バイナ リ 64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロー

ド し ます。 また、 複数サーバーへイ ン ス ト ールする場合は、 このパッ
ケージを /root にコ ピーし て、 postConfigure がこのパッ ケージを

使用し て他のサーバーにイ ン ス ト ールでき る よ う にし ます。
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TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 /usr/local/Calpont デ ィ レ ク ト

リ が生成されます。

# tar -zxvf calpont-infinidb-ent-release#.x86_64.bin.tar.gz

post-install ス ク リ プ ト を実行し ます。Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが /
usr/local/Calpont にイ ン ス ト ールされます。

# /usr/local/Calpont/bin/post-install

バイナ リパッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール ： root 以外のユーザー

root 以外のユーザーで実行する ために、 バイナ リ tar フ ァ イルイ ン ス ト ールを使用し て、
InfiniDB を イ ン ス ト ールする こ と ができ ます。 また、 この手順では、 イ ン ス ト ール先をデ
フ ォル ト の Calpont イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ からユーザー指定のデ ィ レ ク ト リ に変更で
き ます。 一部の機能は、 あ る時点で root ア ク セス権がない と使用でき ません。

root ア ク セス権がない場合またはシステム管理者でない と使用でき ない機能では、 特定の
操作が実行されます。

自動システム ス ター ト ア ッ プ。 システム管理者が、 プラ ッ ト フ ォームの通常の方

法を使用し て InfiniDB ス ター ト ア ッ プス ク リ プ ト を イ ン ス ト ールする必要があ り ま
す。 また、 InfiniDB デフ ォル ト フ ァ イルも イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 こ の
項の最後のポス ト イ ン ス ト ールの説明を参照し て く だ さい。

データの複製。 システム管理者が、 データ複製設定を イ ン ス ト ールおよび管理す

る必要があ り ます。

パッ ケージ管理。root 以外のユーザーの場合、バイナ リ tar フ ァ イルのイ ン ス ト ール

方法のみを使用可能です。

こ の手順では、 以下を想定し ています。

1. root 以外のユーザー 「infinidb」 を使用し ます。

2. Red Hat Enterprise 5 にイ ン ス ト ールし ます。 その他の OS の場合は、 必要に応じ て
適切に調整し て く だ さ い。

3. イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ は、 /home/infinidb/Calpont です。

以下のタ ス ク が含まれます。

1. root 以外のユーザーの作成 （root ユーザーで実行）

2. sudo 構成の更新 （root ユーザーで実行）

3. SAN にマウ ン ト されたフ ァ イルを使用する場合の fstab の変更 （root ユーザーで

実行）

4. 既存の InfiniDB イ ン ス ト ールのアン イ ン ス ト ール （必要に応じ て、 root ユーザーで
実行）

5. InfiniDB によ って書き込まれる特定デ ィ レ ク ト リ の権限の更新 （root ユーザーで実
行）
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6. InfiniDB のイ ン ス ト ール （root 以外のユーザーで実行）

7. ブー ト 時の InfiniDB の自動起動有効化

root 以外のユーザーの作成 （root ユーザーで実行）

バイナ リ tar フ ァ イルのイ ン ス ト ールを開始する前に、 システム管理者にすべての
InfiniDB ノー ド のアカ ウ ン ト を設定し て も ら う 必要があ り ます。 アカ ウ ン ト 名は、 す
べての ノ ード で同じであ る必要があ り ます。 使用するパス ワード も、 すべての ノード
で同じであ る必要があ り ます。 あ る ノード のパス ワード を後から変更する場合は、 す
べての ノ ード で変更する必要があ り ます。 ユーザー ID も同様に、 すべての ノ ード で
同じであ る必要があ り ます。 次の例では、 アカ ウ ン ト 名 「infinidb」 およびパス

ワード 「calpont」 を使用し ます。 また、 すべての ノ ード に、 基本的な Linux サー

バーパッ ケージ設定および expect （およびすべての依存関係） がイ ン ス ト ールされて
いる必要があ り ます。

新しいユーザーを作成し ます。

adduser infinidb - u 1000

ユーザー ID の値は、 すべての ノード で同じであ る必要があ り ます。

新し く 作成し たユーザーにパス ワード を割 り 当てます。

passwd infinidb

ユーザー infinidb と し て ロ グ イ ン し ます。

su - infinidb

root 以外のユーザーが完全な読取 り および書込みア ク セス権を持つイ ン ス ト ー

ルデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ は、 すべての ノード
で同じであ る必要があ り ます。 次の例では、 パス 「/home/infinidb/
Calpont」 を使用し ます。

各ホ ス ト で、 以下を ス ター ト ア ッ プ環境 （.bashrc、 .profile など） に追加し

ます。

export INFINIDB_INSTALL_DIR=$HOME/Calpont
export PATH=$INFINIDB_INSTALL_DIR/bin:$INFINIDB_INSTALL_DIR/mysql/bin:/usr/
sbin:$PATH
export LD_LIBRARY_PATH=$INFINIDB_INSTALL_DIR/lib:$INFINIDB_INSTALL_DIR/mysql/lib/
mysql

これらのコマン ド は、 非対話型シェルで使用可能であ る必要があ る こ と に注意し
て く だ さい。 変更が終了し た ら、 「ssh user@host env」 を実行し て、 これらの

値が表示される こ と を確認し ます。

これらの環境変数を有効にするには、 ロ グオフ し て ロ グ イ ン し なおす必要があ り
ます。
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sudo 構成の更新 （root ユーザーで実行）

各 ノード の sudo 構成フ ァ イルを変更し て、 root 以外のユーザーに追加する必要があ り ま

す。 推奨する方法は、 Unix コマン ド の visudo を使用する こ と です。 次の例では

「infinidb」 ユーザーを追加し ます。

visudo

root 以外のユーザーに次の行を追加し ます。

infinidb ALL = NOPASSWD: ALL

次の行を コ メ ン ト ア ウ ト し ます。 これによ り 、 ユーザーは 「tty」 な しでロ グ イ ン

でき ます。

#Defaults    requiretty

SAN にマウン ト されたデータベースフ ァ イルを使用する場合の fstab の変更

（root ユーザーで実行）

SAN を使用し てデータベース フ ァ イルを保存する場合、 （root ユーザーで） 「users」 オプ

シ ョ ンを fstab エン ト リ に追加する必要があ り ます。 詳細については、 前述の 「SAN にマ
ウ ン ト されたデータベース フ ァ イル」 の項を参照し て く だ さい。 エン ト リ の例を次に示し
ます。

/dev/sda1 /home/infinidb/Calpont/data1 ext2 noatime,nodiratime,noauto,users 0 0
/dev/sdd1 /home/infinidb/Calpont/data2 ext2 noatime,nodiratime,noauto,users 0 0

使用されるデ ィ ス クデバイ スのユーザー権限を root 以外のユーザー名に設定する必要が
あ り ます。 DBRoot /dev/sda1 のユーザー所有権を root 以外のユーザー 「infinidb」

に設定する ために root ユーザーと し て実行する コマン ド の例を次に示し ます。

mke2fs dbroot （つま り 、 /dev/sda1）
mount /dev/sda1 /tmpdir
chown -R infinidb.infinidb /tmpdir
umount /tmpdir

既存の InfiniDB イ ンス ト ールのアン イ ンス ト ール （必要に応じ て、 root ユーザー
で実行）

イ ン ス ト ールを予定し ているいずれかのホ ス ト に root ユーザー と し て InfiniDB を イ ン ス
ト ールし た こ と があ る場合は、 そのイ ン ス ト ールが残っていないこ と をシステム管理者に
確認し て も ら う 必要があ り ます。 いずれかのホ ス ト に root が所有する InfiniDB フ ァ イルが
あ る と、 root 以外によ る イ ン ス ト ールは成功し ません。

InfiniDB イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ が存在し ないこ と を確認し ます。
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/usr/local/Calpont デ ィ レ ク ト リ が存在し てはいけません。 ただし、 この

デ ィ レ ク ト リ がターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ であ る場合を除き ます。 その場合、 こ
のデ ィ レ ク ト リ は完全に空で、 root 以外のユーザーが所有し ている必要があ り
ます。

/etc/fstab エン ト リ が新しいイ ン ス ト ールに対し て正しい こ と を確認し ま

す。

/etc/default/infinidb デ ィ レ ク ト リ が存在し ないこ と を確認し ます。

/var/lock/subsys/mysql-Calpont フ ァ イルが存在し ないこ と を確認し ま

す。

/tmpデ ィ レ ク ト リ にrootが所有する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ が存在し ては

いけません。

既存の InfiniDB サービ ス を削除し ます。

chkconfig infinidb off
chkconfig mysql-Calpont off
chkconfig --del infinidb
chkconfig --del mysql-Calpont

InfiniDB によ って書き込まれる特定デ ィ レ ク ト リの権限の更新 （root ユーザー
で実行）

InfiniDB では、 以下のデ ィ レ ク ト リ に書き込む必要があ り ます。 通常、 これらのデ ィ
レ ク ト リ は、 root ユーザーの書込み専用に設定されています。 以下のコマン ド を実行
し て、 これらのデ ィ レ ク ト リ にその他のユーザーが書込みを実行でき る よ う にする必
要があ り ます。

chmod 666 /var/log
chmod 666 /dev/shm
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InfiniDB のイ ンス ト ール （root 以外のユーザーで実行）

本書に記載する一般的な InfiniDB イ ン ス ト ール手順に精通し ている必要があ り ます。 イ ン
ス ト ール中に同様の質問があ り ます。

root 以外のユーザー （この例では、 infinidb） と し て ロ グ イ ン し ます。

次の手順に進む前に、 現在のデ ィ レ ク ト リ がホームデ ィ レ ク ト リ であ る こ と を確
認し ます。

Calpont InfiniDB バイナ リ tar フ ァ イルを、PM1 と し て使用する ホ ス ト のホームデ ィ レ

ク ト リ に配置し ます。 バイナ リ 配布パッ ケージを /home/infinidb デ ィ レ ク ト リ

に解凍し ます。

tar -xf calpont-infinidb-ent-release#.x86_64.bin.tar.gz

post-install を実行し ます。

./Calpont/bin/post-install --installdir=$HOME/Calpont

前のpost-installコマン ド によ って出力された3つのコマン ド ラ イ ンを実行し ま

す。 コマン ド ラ イ ンの例を以下に示し ます。 詳細は、 本書の 「InfiniDB の構成」 の
章を参照し て く だ さい。

export INFINIDB_INSTALL_DIR=/home/infinidb/Calpont
export LD_LIBRARY_PATH=/home/infinidb/Calpont/lib:/home/infinidb/Calpont/mysql/lib/mysql
/home/infinidb/Calpont/bin/postConfigure -i /home/infinidb/Calpont

a. パッ ケージ タ イプを求められた ら、 「binary」 と入力し ます。

Enter the Package Type being installed to other servers 
[rpm,deb,binary] (rpm) > binary

b. パス ワード を求められた ら、 root 以外のユーザーアカ ウ ン ト のパス ワード を入
力し ます。 または、 すべての ノード でパス ワード な しの SSH 鍵を使用し て root 以
外のユーザーを設定し た場合は、 [Enter] を押すだけです （SSH 鍵の詳細は、 前述
の 「システム管理に関する情報」 の項を参照）。

ポス ト イ ンス ト ール （root ユーザーで実行）

InfiniDB の自動起動 と ロ ギングのためのオプシ ョ ン項目があ り ます。

ブー ト 時に自動的に起動する よ う に InfiniDB を構成するには、各 InfiniDB サーバーで

次の手順を実行し ます。

/home/infinidb/Calpont/bin/infinidb.def を /etc/default/
infinidb にコ ピーし ます （フ ァ イル名を変更し ます）。

デフ ォル ト フ ァ イルで、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ を /home/infinidb/
Calpont に変更し ます。

次の行を /etc/rc.local フ ァ イルに追加し ます。
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su - infinidb -c '/home/infinidb/Calpont/bin/infinidb 
start'

  

  *** ブー ト 時に実行される rc.local フ ァ イルに前述のエン ト リ が追加され

ている こ と を確認し て く だ さい。 OS イ ン ス ト ールによ っては、 rc.local が

異な る場所に存在する場合があ り ます。

InfiniDB では、/var/log/Calpont デ ィ レ ク ト リ にあ る現在のシステム ロ ギン

グアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 設定およびロ ギングが実行されます。
InfiniDB ロ グが毎日アーカ イブ され、 7 日後に削除される よ う に設定 （デフ ォ
ル ト 設定） する場合は、 次の操作を実行し ます。

フ ァ イル /home/infinidb/Calpont/bin/calpontLogRotate を /
etc/logrotate.d/calpont にコ ピーし ます （フ ァ イル名を変更し ま

す）。

イ ンス ト ールの別デ ィ レ ク ト リへの移動

既存の InfiniDB イ ン ス ト ールを移動する こ と はお薦めし ません。 ただし、 必要な場合
は、 以下の手順をガ イ ド ラ イ ンにし て このタ ス ク を実行でき ます。

警告 ： こ の手順を よ く 読み、 十分に理解する必要があ り ます。 こ の処理を正し く 実行
し ない と、 データベース を起動でき な く な る場合があ り ます。

InfiniDB を停止し ます。

データベースおよびイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ をバッ ク ア ッ プし ます。

古いイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ を移動するか名前を変更し ます。 新しいイ ン ス

ト ールデ ィ レ ク ト リ でデ ィ レ ク ト リ 間の関係を保持し、 またシンボ リ ッ ク リ ン
ク を保持する よ う 気を付けて く だ さい。 これには Linux の tar コマン ド を使用

する こ と が適切ですが、 操作方法に不安があ る場合は Linux の管理者に相談し
て く ださ い。

以下のフ ァ イルを編集し て、 フ ァ イルに含まれるすべての古いデ ィ レ ク ト リ 名

を新しいデ ィ レ ク ト リ 名に変更し ます。

/etc/init.d/infinidb

/etc/init.d/mysql-Calpont

/etc/default/infinidb

<infinidb-dir>/etc/Calpont.xml

<infinidb-dir>/mysql/my.cnf

<infinidb-dir>/data1/systemFiles/dbrm/BRM_saves_current
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イ ンス ト ールに関するその他の考慮事項

Calpont InfiniDB MySQL デーモンは、 ポー ト 3306 を使用し ます。 別の MySQL サービ スが
実行中の場合は、 ポー ト を変更する必要があ り ます。 異な るポー ト を使用するには、 次の
フ ァ イルの 2 つの場所を更新し ます。

/usr/local/Calpont/mysql/my.cnf
port            = 3306
port            = 3306

Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アを実行するには、 次のポー ト を予約する必要があ り ます。
8600-8622、 8700 および 8800

これは InfiniDB の構成時に も確認される ため、 ユーザーはその際に これを変更する こ と も
でき ます。

InfiniDB の構成

postConfigure ス ク リ プ ト によ って InfiniDB システムが構成されます。

注意 ： Calpont InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版から InfiniDB エン タープラ イ ズ版にア ッ プグレード
する場合は、 続行する前に 80 ページの 「InfiniDB エン タープラ イ ズ版のイ ン ス ト ール」 を
参照し て く だ さい。

一般的なイ ンス ト ールの例

postConfigure では、 2 つの質問が表示されます。 その回答によ って、 postConfigure
がシステムの構成で採用する方法が決定されます。 この 2 つの質問は次の とお り です。

Select the type of server install [1=single, 2=multi] (2) >

および 

Select the Type of Module Install being performed:
1. Separate - User and Performance functionalites on separate 

servers
2. Combined - User and Performance functionalites on the same 

server
Enter Server Type ID [1-2] (1) >

次の図はい く つかの一般的な構成を示し、 前述の質問に回答するのに役立ちます。
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イ ン ス ト ールの選択に関する注意事項 ：

あ る構成から別の構成に移行するには、 InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アを再イ ン ス ト ー

ルする必要があ り ます。

複合機能の単一サーバーを イ ン ス ト ールし、 サーバーを さ らに追加する計画が

ない場合は、 構成 1 を選択する必要があ り ます。

複合機能の単一サーバーを イ ン ス ト ールし、 サーバーを さ らに追加する計画が

あ る場合は、 構成 2 を選択する必要があ り ます。 ソ フ ト ウ ェ アの再イ ン ス ト ー
ルは必要な く 、 OAM の addModule コマン ド を使用し て実現でき ます。

一般的な目安 と し て、 DBRoot の数は、 計画する PM の最大数以上にする必要が

あ り ます。

単一サーバーの postConfigure

次に、 InfiniDB 構成ス ク リ プ ト の一般的な実行の出力例を示し ます。 プレーンテキス
ト 形式はス ク リ プ ト からの出力を示し、 太字のテキス ト は質問に対する応答を示し ま
す。 各質問の後には、 その質問で尋ねている内容および一般的な回答に関する簡単な
説明があ り ます。 この説明は、 実際の構成ス ク リ プ ト の実行時には表示されません。

# /usr/local/Calpont/bin/postConfigure

This is the InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the InfiniDB System based on Operator inputs and
will perform a Package Installation of all of the Modules within 
the
System that is being configured.
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IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is either a Performance Module, preferred Module 

#1.

Instructions:

   Press 'enter' to accept a value in (), if available or

   Enter one of the options within [], if available, or

   Enter a new value

===== Setup System Server Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Server Type: single 

and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will only be 

1 server configured on the system.It's a shorter install procedure 

used for POC testing, as an example.It can also be used for 

production systems, if the plan is to stay single-server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to 

configure multiple servers now or in the future.With Multi-Server 

install, you can still configure just 1 server now and add on 

addition servers/ modules in the future.This is used more for 

production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (2) > 1

注意 ： こ の時点までに、 ユーザーモジ ュール （UM） やパフ ォーマン スモジ ュール （PM）
の数など、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

Performing a Single Server Install.

Enter System Name (calpont-1) > myinfinidb2

注意 ： こ のシステムに名前を付ける必要があ り ます。 こ の名前は、 様々な OAM ユーテ ィ
リ テ ィ や SNMP メ ッ セージなどに表示されます。 こ の名前は、 任意の数の出力可能な文字
および空白で構成でき ます。
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===== Setup High Availibility Data Storage Mount Configuration 

=====

There are 2 options when configuring the storage: internal and 

external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used for 

the dbroot storage or the dbroot storage directories are 

manually mounted externally but no High Availability Support is 

required

  'external' - This is specified when the dbroot directories are 

externally mounted and High Availability Failover Support is 

required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (1) > 

<Enter>

注意 ： internal を選択し て、 外部でマウ ン ト されたス ト レージを指すソ フ ト リ ン ク

を使用する と、 任意の形式 （ext2、 ext3 など） を使用でき ます。

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs 

assigned to module 'pm1' (1) > 1,2

注意 ： イ ン ス ト ーラは、 こ の回答に基づいた数の DBRoot デ ィ レ ク ト リ を設定し ま

す。

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.If the system 
where InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap Process 
running, then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-
Trap Process.
Additional information: Not having the InfiniDB SNMP_trap 
Process will affect the generation of InfiniDB Alarms and 
associated SNMP Traps.Please reference the Calpont InfiniDB 
Installation Guide for Installs for addition information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable 
it (y,n) [n] > <Enter>
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注意 ： 無効化 （y） を選択し て も、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生成し てネ ッ ト ワーク管理シ
ステムに送信する場合は、 後述の 「snmptrap の構成」 を参照し て く だ さい。

===== Setup the Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a 
Network Control Center

Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

NOTE: Setting 'NumBlocksPct' to 50%
      Setting 'TotalUmMemory' to 25% of total memory.Value set to 4G

注意 ： 単一サーバーのデフ ォル ト の最大値は、 16GB です。

Running the Infindb Mysql setup scripts

Starting MySQL..                                     [  OK  ]
Shutting down MySQL.                                 [  OK  ]

Starting Calpont InfiniDB Database Platform
Starting MySQL.

Starting InfiniDB Database Plaform, please wait.........DONE

System Catalog Successfully Created

InfiniDB Install Successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the mysqld console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console

「最終的なシステム構成」 に進みます。

複数サーバー構成の postConfigure

次に、 InfiniDB 構成ス ク リ プ ト の一般的な実行の出力例を示し ます。 プレーンテキス ト 形
式はス ク リ プ ト からの出力を示し、 太字のテキス ト は質問に対する応答を示し ます。 各質
問の後には、 その質問で尋ねている内容および一般的な回答に関する簡単な説明があ り ま
す。 この説明は、 実際の構成ス ク リ プ ト の実行時には表示されません。
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# /usr/local/Calpont/bin/postConfigure

This is the InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the InfiniDB System based on Operator inputs and
will perform a Package Installation of all of the Modules within 
the
System that is being configured.

IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is either a Management Module #1 or Performance 

Module.

Instructions:

        Press 'enter' to accept a value in (), if available or
        Enter one of the options within [], if available, or
        Enter a new value

===== Setup System Server Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Server Type: 

single and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will only 

be 1 server configured on the system.It's a shorter install 

procedure used for POC testing, as an example.It can also be 

used for production systems, if the plan is to stay single-

server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to 

configure multiple servers now or in the future.With Multi-

Server install, you can still configure just 1 server now and 

add on addition servers/ modules in the future.This is used more 

for production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (2) > 

2

注意 ： こ の時点までに、 ユーザーモジ ュール （UM） やパフ ォーマン スモジ ュール
（PM） の数など、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。
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Installing on Amazon EC2 Instances [y,n] (n) > <Enter>

注意 ： Amazon EC2 イ ン ス タ ン スにイ ン ス ト ールし ないため、 [Enter] のみを押し ます。

===== Setup System Module Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Module Type: 
separate and combined

  'separate' - User and Performance functionality on separate 
servers.

  'combined' - User and Performance functionality on the same server

Select the type of System Module Install [1=separate, 2=combined] 
(2) > 1

NOTE: Using the default setting for 'NumBlocksPct' at 86%
      Setting 'TotalUmMemory' to 50% of total memory (Separate 

Server Install maximum value is 32G).Value set to 512M

Enter System Name (unassigned) > myinfinidb2

注意 ： こ のシステムに名前を付ける必要があ り ます。 この名前は、 様々な OAM
ユーテ ィ リ テ ィ や SNMP メ ッ セージなどに表示されます。 この名前は、 任意の数
の出力可能な文字および空白で構成でき ます。

Enter the Local Module Name or exit [pmx,exit] (pm1) > <Enter>

注意 ： こ の時点までに、 ユーザーモジ ュール （UM） やパフ ォーマン スモジ ュール （PM）
の数など、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

===== Setup High Availibility Data Storage Mount Configuration 

=====

There are 2 options when configuring the storage: internal and 

external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used for 

the dbroot storage or the dbroot storage directories are manually 

mounted externally but no High Availability Support is required

  'external' - This is specified when the dbroot directories are 

externally mounted and High Availability Failover Support is 
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required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (1) > 2

===== Setup the Module Configuration =====

----- User Module Configuration -----

Enter number of User Modules {1-1024} (1) > <Enter>

Enter Starting Module ID for User Module (1) > <Enter>

注意 ： この時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

*** User Module #1 Configuration ***
*** User Module #1 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (unassigned) > 
server1.mycompany.com
Enter Nic Interface #1 IP Address of server1 (0.0.0.0) > 10.0.0.5

注意 ： DNS サーバーがあ る場合は、 ホ ス ト 名を入力する と、 IP ア ド レ スが表
示されます。 見つから なかった場合は、 IP ア ド レ ス を入力する必要があ り ま
す。

Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>

注意 ： NIC が 1 つのみの場合は、 こ こ で [Enter] を押すと このホ ス ト の NIC 構
成が終了し ます。 ホス ト 名を入力する と、 IP ア ド レ スの入力を求める追加の
プロ ンプ ト が表示されます。

----- Performance Module Configuration -----

Enter number of Performance Modules [1,1024] (1) > 2
Enter Starting Module ID for Performance Module [1,1023](1) > 
<Enter>

*** Parent OAM Module Performance Module #1 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (unassigned) > 
server2.mycompany.com
Enter Nic Interface #1 IP Address of server2 (0.0.0.0) > 
10.0.0.6
Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>
Enter the list of dbroot IDs (separated by commas) assigned to 

module 'pm1' (1) > 1,2
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注意 ： こ の時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。 このエン ト

リ は、 PM1 サーバーの fstab に入力し た、 この PM1 サーバーに固有の DBRoot エン ト リ

の数に対応する必要があ り ます （前述の 「データベース フ ァ イル （DBRoot）」 を参照）。

他の PM のエン ト リ が含まれる場合があ る ため、 必ずし も fstab のすべてのエン ト リ を

入力するわけではあ り ません。 この例では、 最初の 2 つが PM1 のエン ト リ です。

*** Performance Module #2 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (unassigned) > 
server3.mycompany.com
Enter Nic Interface #1 IP Address of server3 (0.0.0.0) > 10.0.0.7
Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>
Enter the list of dbroot IDs (separated by commas) assigned to 

module 'pm1' (1) > 3,4

注意 ： この時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。 こ のエン ト

リ は、 PM2 サーバーの fstab に入力し た、 この PM2 サーバーに固有の DBRoot エン ト リ

の数に対応する必要があ り ます （前述の 「データベース フ ァ イル （DBRoot）」 を参照）。

他の PM のエン ト リ が含まれる場合があ る ため、 必ずし も fstab のすべてのエン ト リ を

入力するわけではあ り ません。 この例では、 最初の 2 つが PM2 のエン ト リ です。

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.If the system where 
InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap Process running, 
then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-Trap Process.
Additional information: Not having the InfiniDB SNMP_trap Process 
will effect the generation of InfiniDB Alarms and associated SNMP 
Traps.Please reference the Calpont InfiniDB Installation Guide for 
Installs for addition information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable it 
(y,n) [n] > <Enter>

注意 ： 無効化 （y） を選択し て も、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生成し てネ ッ ト ワーク管理シ
ステムに送信する場合は、 後述の 「snmptrap の構成」 を参照し て く だ さい。

===== Setup the Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a 
Network Control Center
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Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

注意 ： こ の時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

===== Setup the External Device Configuration =====

External Devices are devices like a storage array or a Ethernet 
Switch that can be setup to be monitored by InfiniDB with a ping 
test.If device fails, InfiniDB will report a failure alarm.

Would you like to add an External Device? [y,n] (n) > <Enter>

注意 ： こ の設定は、 変更する よ う に InfiniDB 製品サポー ト から指示された場合を除き、
デフ ォル ト のま まにし ます。

===== System Server Installation =====

System Configuration is complete, System Server Installation is 
the next step.  
The Calpont InfiniDB Package will be distributed and installed 
on all of the other system Servers. 

Would you like to continue with the System Server Installations? 
[y,n] (y)  > <Enter>

Enter the Package Type being installed to other servers 
[rpm,deb,binary] (rpm) > rpm

Performing an InfiniDB System install using RPM packages located 
in the /root/ directory.

Next step is to enter the password to access the other 
Servers.This is either the  or you can default to use a ssh 
key.If using the root password, the password needs to be the same 
on all Servers.

Enter the 'root' password, hit 'enter to default to using a ssh 
key or 'exit' > xxxxxxxx
Confirm password > xxxxxxxx

----- Performing Install on Module 'um1 / server1' -----

Install log file is located here: /var/log/Calpont/
um1_rpm_install.log

----- Performing Install on Module 'pm2 / server2' -----
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Install log file is located here: /var/log/Calpont/
pm2_rpm_install.log

InfiniDB System Configuration and Installation is Completed

注意 ： バイナ リ イ ン ス ト ールでは、 少し異な る ステータ ス出力が表示されます。

===== Infinidb System Startup =====

System Installation is complete.If any part of the install failed,
the problem should be investigated and resolved before continuing.

Would you like to startup the InfiniDB System? [y,n] (y) > <Enter>

----- Starting InfiniDB on Server 'um1' -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on Server 'pm2' -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on local Server  -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB System  -----

Starting InfiniDB Database Platform
InfiniDB successfully started

InfiniDB Database Platform Starting, please wait .........DONE

Run Upgrade Script..DONE

System Catalog Successfully Created

InfiniDB Install successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the mysqld console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console

これで、 複数サーバー構成の構成プロセスが終了し ます。 「最終的なシステム構成」 に進
みます。
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Amazon EC2 のイ ンス ト ール

Amazon EC2 の標準イ ン ス ト ールに進む前に、 Amazon EC2 サーバーの準備について、
6 ページの 「Amazon EC2 の設定」 を参照し て く だ さい。

Amazon EC2 の単一サーバー構成の postConfigure

単一サーバーの Amazon EC2 の postConfigure 設定は、 前述の単一サーバーの

postConfigure と同じプロセスです。

Amazon EC2 の複数サーバー構成の postConfigure

次に、 Amazon EC2 構成の場合の InfiniDB 構成ス ク リ プ ト の一般的な実行の出力例を
示し ます。 プレーンテキス ト 形式はス ク リ プ ト からの出力を示し、 太字のテキス ト は
質問に対する応答を示し ます。 各質問の後には、 その質問で尋ねている内容および一
般的な回答に関する簡単な説明があ り ます。 この説明は、 実際の構成ス ク リ プ ト の実
行時には表示されません。

# /usr/local/Calpont/bin/postConfigure

This is the InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the InfiniDB System based on Operator inputs and
will perform a Package Installation of all of the Modules within 
the
System that is being configured.

IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is either a Management Module #1 or Performance 

Module.

Instructions:

        Press 'enter' to accept a value in (), if available or
        Enter one of the options within [], if available, or
        Enter a new value

===== Setup System Server Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Server Type: 

single and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will only 

be 1 server configured on the system.It's a shorter install 
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procedure used for POC testing, as an example.It can also be used 

for production systems, if the plan is to stay single-server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to 

configure multiple servers now or in the future.With Multi-Server 

install, you can still configure just 1 server now and add on 

addition servers/ modules in the future.This is used more for 

production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (2) > 2

注意 ： こ の時点までに、 ユーザーモジ ュール （UM） やパフ ォーマン スモジ ュール （PM）
の数など、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

Installing on Amazon EC2 Instances [y,n] (n) > Y

注意 ： 今回は Amazon EC2 イ ン ス タ ン スにイ ン ス ト ールする ため、 Y を選択し ます。

For Amazon EC2 Instance installs, these files will need to be 
installed on the local instance:

 1. X.509 Certificate
 2. X.509 Private Key

Are these files installed and ready to continue (y,n) [y] > <Enter>

Enter Name and directory of the X.509 Certificate (unassigned) > 
/root/my_x.509_certificate.pem
Enter Name and directory of the X.509 Private Key (unassigned) > 
/root/pk-my_x.509_privatekey.pem

注意 ： これらのフ ァ イルは、 SCP を使用し て Amazon イ ン ス タ ン スに転送し た x.509 フ ァ
イルです。

===== Setup System Module Type Configuration =====

There are 2 options when configuring the System Module Type: 
separate and combined

  'separate' - User and Performance functionality on separate 
servers.

  'combined' - User and Performance functionality on the same server
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Select the type of System Module Install [1=separate, 
2=combined] (2) > 1

NOTE: Using the default setting for 'NumBlocksPct' at 86%
      Setting 'TotalUmMemory' to 50% of total memory (Separate 

Server Install maximum value is 32G).Value set to 512M

Enter System Name (unassigned) > myinfinidb_EC2

注意 ： こ のシステムに名前を付ける必要があ り ます。 この名前は、 様々な OAM ユー
テ ィ リ テ ィ や SNMP メ ッ セージなどに表示されます。 この名前は、 任意の数の出力可
能な文字および空白で構成でき ます。

Enter the Local Module Name or exit [pmx,exit] (pm1) > <Enter>

注意 ： こ の時点までに、 ユーザーモジ ュール （UM） やパフ ォーマン スモジ ュール
（PM） の数など、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

===== Setup High Availability Frontend MySQL Data Storage Mount 
Configuration =====

There are 2 options when configuring the storage: internal and 
external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used 
for the dbroot storage or the dbroot storage directories are 
manually mounted externally but no High Availability Support 
is required

  'external' - This is specified when the dbroot directories 
are externally mounted and High Availability Failover Support 
is required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (2) > 2

===== Setup High Availibility Data Storage Mount Configuration 

=====

There are 2 options when configuring the storage: internal and 

external

  'internal' -    This is specified when a local disk is used 

for the dbroot storage or the dbroot storage directories are 

manually mounted externally but no High Availability Support 
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is required

  'external' - This is specified when the dbroot directories are 

externally mounted and High Availability Failover Support is 

required.

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (1) > 2

===== Setup the Module Configuration =====

----- User Module Configuration -----

Enter number of User Modules {1-1024} (1) > <Enter>
Enter Starting Module ID for User Module (1) > <Enter>

注意 ： こ の時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

*** User Module #1 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID (unassigned) > i-b122f0d1
Getting Private IP Address for Instance i-b122f0d1, please wait...
Private IP Address of i-b122f0d1 is 10.202.213.87

Enter Volume Name assigned to module 'um1' (unassigned) > vol-abf456d0

Enter Device Name assigned to module 'um1' (unassigned) > /dev/sdf1

----- Performance Module Configuration -----

Enter number of Performance Modules [1,1024] (1) > 2
Enter Starting Module ID for Performance Module [1,1023](1) > 
<Enter>

*** Parent OAM Module Performance Module #1 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID  (unassigned) > i-b122f0d4

Getting Private IP Address for Instance i-b122f0d4, please wait...

Private IP Address of i-b122f0d4 is 10.202.213.135

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs assigned to 

module 'pm1' (unassigned) > 1

Enter Volume Name assigned to 'DBRoot1' () > vol-742ec818
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Enter Device Name for volume 'vol-742ec818' () > /dev/sdh

Checking if Volume vol-742ec818 is attached , please wait...

Volume vol-742ec818 is attached 

Make sure its device /dev/sdh is mounted to dbroot directory         

/usr/local/Calpont/data1

注意 ： こ の時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。 このエ

ン ト リ は、 PM1 サーバーの fstab に入力し た DBRoot エン ト リ の数に対応する必要が

あ り ます （前述の 「データベース フ ァ イル （DBRoot）」 を参照し て く だ さい）。

*** Performance Module #2 Configuration ***

Enter EC2 Instance ID  (unassigned) > i-b122f0d2

Getting Private IP Address for Instance i-b122f0d2, please 

wait...

Private IP Address of i-b122f0d2 is 10.202.34.205

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs 

assigned to module 'pm1' (unassigned) > 2

Enter Volume Name assigned to 'DBRoot1' () > vol-dc2ec8b0

Enter Device Name for volume 'vol-742ec818' () > /dev/sdi

Checking if Volume vol-dc2ec8b0 is attached , please wait...

Volume vol-dc2ec8b0 is attached 

Make sure its device /dev/sdi is mounted to dbroot directory         

/usr/local/Calpont/data2

注意 ： この時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。 こ のエ

ン ト リ は、 PM2 サーバーの fstab に入力し た DBRoot エン ト リ の数に対応する必要

があ り ます （前述の 「データベース フ ァ イル （DBRoot）」 を参照）。

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.If the system 
where InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap Process 
running, then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-
Trap Process.
Additional information: Not having the InfiniDB SNMP_trap 
Process will effect the generation of InfiniDB Alarms and 
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associated SNMP Traps.Please reference the Calpont InfiniDB 
Installation Guide for Installs for addition information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable it 
(y,n) [n] > <Enter>

注意 ： 無効化 （y） を選択し て も、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生成し てネ ッ ト ワーク管理シ
ステムに送信する場合は、 後述の 「snmptrap の構成」 を参照し て く だ さい。

===== Setup the Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a 
Network Control Center
Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

注意 ： こ の時点までに、 システムの配置方法を決定し てお く 必要があ り ます。

===== Setup the External Device Configuration =====

External Devices are devices like a storage array or a Ethernet 
Switch that can be setup to be monitored by InfiniDB with a ping 
test.If device fails, InfiniDB will report a failure alarm.

Would you like to add an External Device? [y,n] (n) > <Enter>

注意 ： こ の設定は、 変更する よ う に InfiniDB 製品サポー ト から指示された場合を除き、 デ
フ ォル ト のま まにし ます。

===== System Server Installation =====

System Configuration is complete, System Server Installation is the 
next step.  
The Calpont InfiniDB Package will be distributed and installed on 
all of the other system Servers. 

Would you like to continue with the System Server Installations? 
[y,n] (y)  > <Enter>

Enter the Package Type being installed to other servers 
[rpm,deb,binary] (rpm) > rpm

Performing an InfiniDB System install using RPM packages located in 
the /root/ directory.
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Next step is to enter the password to access the other 
Servers.This is either the  or you can default to use a ssh 
key.If using the root password, the password needs to be the same 
on all Servers.

Enter the 'root' password, hit 'enter to default to using a ssh 
key or 'exit' > xxxxxxxx
Confirm password > xxxxxxxx

----- Performing Install on Module 'um1 / i-b122f0d1' -----

Install log file is located here: /var/log/Calpont/
um1_rpm_install.log

----- Performing Install on Module 'pm2 / i-b122f0d2' -----

Install log file is located here: /var/log/Calpont/
pm2_rpm_install.log

InfiniDB System Configuration and Installation is Completed

注意 ： バイナ リ イ ン ス ト ールでは、 少し異な る ステータ ス出力が表示されます。

===== Infinidb System Startup =====

System Installation is complete.If any part of the install 
failed,
the problem should be investigated and resolved before 
continuing.

Would you like to startup the InfiniDB System? [y,n] (y) > 
<Enter>

----- Starting InfiniDB on Server 'um1' -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on Server 'pm2' -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on local Server  -----

InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB System  -----

Starting InfiniDB Database Platform
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InfiniDB successfully started

InfiniDB Database Platform Starting, please wait .........DONE

Run Upgrade Script..DONE

System Catalog Successfully Created

InfiniDB Install successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the mysqld console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console

これで、 Amazon EC2 の複数サーバー構成の構成プロセスが終了し ます。 「最終的なシステ
ム構成」 に進みます。

InfiniDB のエイ リ アス

postConfigure ス ク リ プ ト によ り 、 次の InfiniDB のエイ リ アスが作成されます。

calpontOAMconsole = /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole
idbmysql          = /usr/local/Calpont/mysql/bin/mysql 
--defaults-file   = /usr/local/Calpont/mysql/my.cnf -u root
cc                = /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole
cmconsole         = /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole

calpontOAMconsole ：  Calpont InfiniDB OAM コ ン ソールを起動し ます

idbmysql ：           Calpont InfiniDB MySQL コ ン ソールを起動し ます

cc ：                 Calpont InfiniDB OAM コ ン ソールを起動し ます

cmconsole ：          Calpont InfiniDB OAM コ ン ソールを起動し ます

これらのエイ リ アスは利便性のために提供される ものであ り 、 任意に変更でき ます。

最終的なシステム構成

システムステータ ス

PM1 にロ グオン し、 コマン ド を入力し て InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが起動されている こ と を確
認し ます。
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単一サーバーのステータ スの表示

# cc getsystemstatus
getsystemstatus   Tue Jan 12 08:07:02 2012
System myinfinidb1
System and Module statuses
Component     Status                   Last Status Change
------------  ----------------------   ------------------------
System        ACTIVE                   Mon Jan 11 17:54:46 2012
Module pm1    ACTIVE                   Mon Jan 11 17:54:45 2012

複数サーバーのステータ スの表示

# cc getsystemstatus
getsystemstatus   Wed Jan 13 14:40:26 2012
System myinfinidb2
System and Module statuses

Component     Status                   Last Status Change
------------  ----------------------   ------------------------
System        ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:24 2012
Module um1    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:16 2012
Module pm1    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:23 2012
Module pm2    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:39:58 2012

snmptrap の構成

postConfigureで InfiniDB の snmptrap デーモンを無効にする場合で も（システムで実

行されている snmptrap デーモンがすでに存在する ため）、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生
成し てネ ッ ト ワーク管理システムに送信するには、 次の手順を実行する必要があ り ま
す。

service を使用し て、 または /etc/init.d でス ク リ プ ト を直接実行し て、現

在実行されている snmptrap デーモンを停止し ます。

# service snmptrapd stop
# cd /etc

snmptrapd.conf を編集し て InfiniDB エン ト リ を追加し ます （次の例の

10.100.3.41 は、 ト ラ ッ プを捕捉する NMS サーバーの IP ア ド レ スです）。

forward .1.3.6.1.2.1.88 10.100.3.41
forward .1.3.6.1.4.1.2021 10.100.3.41
forward default 10.100.3.41
traphandle .1.3.6.1.2.1.88 

/usr/local/Calpont/bin/trapHandler agentTrap
traphandle UCD-SNMP-MIB::ucdavis 
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/usr/local/Calpont/bin/trapHandler processAlarm

service を使用し て、または /etc/init.d でス ク リ プ ト を直接実行し て、現在実

行されている snmptrap デーモンを起動し ます。

# service snmptrapd start

権限の設定

ユーザーアカ ウ ン ト の初期権限の設定については、 『Calpont InfiniDB 管理者ガイ ド』 の
ユーザーへのア ク セス権の付与に関する説明を参照し て く だ さい。
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第 5 章
Calpont InfiniDB へのログイ ンおよび Calpont InfiniDB の使用
InfiniDB へのログイ ン 

InfiniDB にロ グ イ ンするには、 Linux コマン ド プロ ンプ ト で次を入力し ます （エイ リ ア
スが作成されている こ と を想定し ています）。

[root@server1 ~]# idbmysql
Welcome to the MySQL monitor.Commands end with ; or \g.
Your MySQL connection id is 10005
Server version: 5.1.39 MySQL Embedded / InfiniDB Enterprise 3.0 
GA (Commercial)

Type 'help;' or '\h' for help.Type '\c' to clear the current 
input statement.

mysql> 

注意 ： 以前に作成し たデータベースがあ る場合は、 ロ グ イ ン時にデータベース名を指
定でき ます。

idbmysql mydb

Windows での InfiniDB へのログイ ン

Windows プラ ッ ト フ ォームで InfiniDB を実行し ている場合、 Windows OS の一部のバー
ジ ョ ンでは、 デフ ォル ト のコマン ド ウ ィ ン ド ウに InfiniDB フ ァ イルに書き込むための
十分な権限がない可能性があ り ます。 ス ター ト メ ニ ューでコマン ド ウ ィ ン ド ウの項目
を右ク リ ッ ク し て権限のあ る コマン ド ウ ィ ン ド ウ を起動し、 「管理者と し て実行」 オ
プシ ョ ンを選択し て く だ さい。
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InfiniDB の使用

ロ グ イ ン し た後は、 構文の標準的な手順に従います。 詳細は、 『Calpont InfiniDB SQL 構文
ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。 次の例は、 InfiniDB 内でのシンプルな表の作成および問合
せを示し ています。

mysql> use mydb;
Database changed

mysql> create table mytable1 (col1 int, col2 varchar(10)) 
engine=infinidb;
Query OK, 0 rows affected (5.80 sec)

mysql> insert into mytable1 values (1, 'Row 1 Test'), (2, 'Row 2 
Test');
Query OK, 2 rows affected (0.49 sec)
Records: 2  Duplicates: 0  Warnings: 0

mysql> select * from mytable1;
+------+------------+
| col1 | col2       |
+------+------------+
|    1 | Row 1 Test |
|    2 | Row 2 Test |
+------+------------+
2 rows in set (0.15 sec)

mysql> 
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第 6 章
Calpont InfiniDB のア ッ プグレー ド
リ リース 3.5 のア ッ プグレー ド に関する重要な注意事項

こ の リ リ ースは、 リ リ ース 3.0 または 3.0.x から ア ッ プグレード でき ます。

既存の InfiniDB 2.2 を使用し ているお客様の場合 ：

現在ご使用の 2.2.x 構成に DBRoot が 1 つのみ存在する場合は、この 3.5（または

3.5.x） リ リ ースにア ッ プグレード が可能です。 ア ッ プグレード を行 う と きはい
つでも、 ア ッ プグレード手順を開始する前に、 『Calpont InfiniDB 管理者ガイ ド』
の 「バッ ク ア ッ プおよび リ カバ リ の実行」 の章に記載された手順で、 使用し て
いるデータベース をバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

ご使用の構成に DBRoot または PM が複数存在する場合は、この リ リ ース を既存

のデータベースで使用し ないよ う にし て く だ さい。 このよ う な構成の場合は、
infinidb_doc@ashisuto.co.jp にお問い合せ く だ さい。

InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグレー ド

こ の項では、 ア ッ プグレード のみについて説明し ます。 新しいイ ン ス ト ールを実行す
る場合は、 25 ページの 「Calpont InfiniDB のイ ン ス ト ールおよび構成」 を参照し て く
ださい。

ア ッ プグレー ドの概要

ア ッ プグレード に関する注意 1 ： Calpont.xml に対する変更は、 ア ッ プグレード し

たシステムに自動的には引き継がれません。 ア ッ プグレード後に、 Calpont.xml に

変更を取 り 込む必要があ り ます。

ア ッ プグレード に関する注意 2 ： Calpont InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版からエン タープラ イ
ズ版にア ッ プグレード する場合は、 79 ページの 「コ ミ ュ ニテ ィ 版イ ン ス ト ールからエ
ン タープラ イ ズ版イ ン ス ト ールへのア ッ プグレード」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレード に関する注意 3 ： Calpont InfiniDB Enterprise の単一サーバー構成を複
数サーバー構成に再構成する場合は、 75 ページの 「単一サーバーから複数サーバーへ
の再構成」 を参照し て く ださ い。

InfiniDB のア ッ プグレード の基本的な手順は、 イ ン ス ト ールの場合と同様です。 この
章で説明する ア ッ プグレード には、 い く つかの種類があ り ます。

単一または複数のサーバーの RPM ア ッ プグレード
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単一または複数のサーバーの DEB ア ッ プグレー ド

単一または複数のサーバーのバイナ リ ア ッ プグレード

注意 ： root 以外のユーザーで InfiniDB を実行するには、 バイナ リ ア ッ プグレード 手
順を使用し ます。

実行する イ ン ス ト ールの種類に該当する項を参照し て く だ さい。

Amazon EC2 のア ッ プグレー ド

Amazon EC2 イ ン ス タ ン スのア ッ プグレード は、 最初のイ ン ス ト ールを Amazon Machine 
Image （AMI） を使用し て実行し たか、 Amazon の標準イ ン ス ト ールを使用し て実行し たか
にかかわらず、 こ こに示す同じ ア ッ プグレード手順に従います。

InfiniDB の停止

どのタ イプのア ッ プグレード の場合でも、 ア ッ プグレード を実行する前に、 InfiniDB シス
テムを停止する必要があ り ます。 次のコマン ド を使用する必要があ り ます。

リ リ ース 2.0 以上から ア ッ プグレード する場合は、 次のコマン ド を使用し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole shutdownsystem y

2.0 よ り 前の リ リ ースから ア ッ プグレードする場合は、 次のコマン ド を使用し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole stopsystem INSTALL y

注意 ： エイ リ アスが設定されている場合は、 それを使用する こ と もでき ます （た と えば、
cc shutdownsystem y）。
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ダウンロー ド およびイ ンス ト ール

RPM のダウンロー ド

RPM ア ッ プグレー ド は、 RHEL5 システム または CentOS システムなど、 RPM をサ
ポー ト する システムで実行し ます。

RPM の例 
calpont-release#.x86_64.rpm
calpont-mysql-release#.x86_64.rpm
calpont-mysqld-release#.x86_64.rpm

RPM の初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ール
し ます。

注意 ： Calpont InfiniDB アカ ウ ン ト のユーザーおよび権限の設定は、 MySQL で
の設定 と同様に行 う こ と ができ ます。 これらの手順の詳細は、 MySQL のマ
ニ ュ アルを参照し て く だ さい。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの /root デ ィ レ ク ト リ に、

パッ ケージ calpont-infinidb-release#.x86_64.tar.gz
（RHEL5 64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロード し ます。

Calpont MySQL 構成フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを作成し ます。

# mv /usr/local/Calpont/mysql/my.cnf 

/usr/local/Calpont/mysql/my.cnf.rpmsave

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 3 つの RPM が生成されます。

# tar -zxf calpont-infinidb-release#.x86_64.tar.gz

3 つの RPM を イ ン ス ト ールし ます。 Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アが /
usr/local/Calpont にイ ン ス ト ールされます。

# rpm -Uvh calpont*release#*.rpm

RPM ア ッ プグレード の場合、 以前の Calpont 構成フ ァ イルは次のよ う に
保存されます。

/usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml.rpmsave

my.cnfに対する変更は、現在の my.cnfに手動で引き継ぐ必要があ り ま

す。
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DEB のダウンロー ド

DEB ア ッ プグレード は、 Debian システム または Ubuntu システムなど、 DEB をサポー ト す
る システムで実行し ます。

DEB の例
Calpont_release#.amd64.deb
calpont-mysql_release#.amd64.deb
calpont-mysqld_release#.amd64.deb

DEB パッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールし ま
す。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの /root デ ィ レ ク ト リ に、パッ

ケージ calpont-infinidb-release#.amd64.deb.tar.gz （DEB 64

ビ ッ ト ） をダウ ン ロード し ます。

Calpont 構成フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを作成し ます。 こ の手順によ って

postConfigure ス ク リ プ ト の実行時に Calpont.xml構成データの自動使

用が可能にな る ため、 こ の手順は重要です。

# mv /usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml 

/usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml.rpmsave

# mv /usr/local/Calpont/mysql/my.cnf 

/usr/local/Calpont/mysql/my.cnf.rpmsave

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 3 つの DEB が生成されます。

# tar -zxf calpont-infinidb-release#.amd64.deb.tar.gz

すべての Calpont InfiniDB DEB を完全に削除し てから イ ン ス ト ールし ます。

# cd /root/

# dpkg -r calpont calpont-mysql calpont-mysqld

# dpkg -P calpont calpont-mysql calpont-mysqld

# dpkg -i calpont*release#*.deb

my.cnf に対する変更は、現在の my.cnf に手動で引き継ぐ必要があ り ます。

バイナ リのダウンロー ド

バイナ リ ア ッ プグレード は、 RPM や DEB のパッ ケージア ッ プグレード をサポー ト し ない
システムの場合、 またはユーザーがパッ ケージ ソ フ ト ウ ェ アではな く 、 バイナ リ での作業
を希望する場合に実行し ます。
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バイナ リパッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール ： root ユーザー

PM1 と し て指定し たサーバーに root ユーザーと し て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ール
し ます。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの/usr/localデ ィ レ ク ト

リ に、 パッ ケージ calpont-infinidb-ent-
release#.x86_64.bin.tar.gz （バイナ リ 64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロー

ド し ます。 また、 複数サーバーでア ッ プグレード する場合は、 こ のパッ
ケージを /root にコ ピーし て、 postConfigure がこのパッ ケージを

使用し て他のサーバーにイ ン ス ト ールでき る よ う にし ます。

InfiniDB を停止し ます。

# /etc/init.d/infinidb stop

pre-uninstall ス ク リ プ ト を実行し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/pre-uninstall

Calpont 構成フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを作成し ます。 こ の手順によ って

postConfigure ス ク リ プ ト の実行時に Calpont.xml 構成データの自

動使用が可能にな る ため、 この手順は重要です。

# mv /usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml 

/usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml.rpmsave

# mv /usr/local/Calpont/mysql/my.cnf 

/usr/local/Calpont/mysql/my.cnf.rpmsave

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 /usr/local/Calpont デ ィ レ

ク ト リ が生成されます。

# tar -zxvf calpont-infinidb-ent-release#.x86_64.bin.tar.gz

post-install ス ク リ プ ト を実行し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/post-install

my.cnfに対する変更は、現在の my.cnfに手動で引き継ぐ必要があ り ま

す。

バイナ リパッ ケージの初期ダウンロー ド またはイ ンス ト ール ： root 以外のユー
ザー

PM1 と し て指定し たサーバーに root 以外のユーザー （この例では、 infinidb） と し

て Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールし ます。

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールするサーバーの /home/infinidb デ ィ レ ク ト

リ に、 パッ ケージ calpont-infinidb-ent-
release#.x86_64.bin.tar.gz （バイナ リ 64 ビ ッ ト ） をダウ ン ロード し ま

す。
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InfiniDB を停止し ます。

# cc shutdown y

pre-uninstall ス ク リ プ ト を実行し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/pre-uninstall -installdir=$HOME/Calpont

Calpont 構成フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを作成し ます。 こ の手順によ って

postConfigure ス ク リ プ ト の実行時に Calpont.xml構成データの自動使用が可

能にな る ため、 この手順は重要です。

# mv /usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml 

/usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml.rpmsave

# mv /usr/local/Calpont/mysql/my.cnf

/usr/local/Calpont/mysql/my.cnf.rpmsave

TAR 書庫を解凍し ます。 これによ って、 /usr/local/Calpont デ ィ レ ク ト リ が生

成されます。

# tar -zxvf calpont-infinidb-ent-release#.x86_64.bin.tar.gz

post-install ス ク リ プ ト を実行し ます。

# /usr/local/Calpont/bin/post-install -installdir=$HOME/Calpont

my.cnf に対する変更は、 現在の my.cnf に手動で引き継ぐ必要があ り ます。

InfiniDB の構成

単一サーバーまたは複数サーバーのア ッ プグレード の基本的な手順は、 新しいイ ン ス ト ー
ルの場合と同様です。

オー ト イ ンス ト ーラ 「プロンプ ト な し」 ア ッ プグレー ド オプシ ョ ン

イ ン ス ト ーラ ス ク リ プ ト 「postConfigure」 では、 「プロ ンプ ト な し」 イ ン ス ト ール と

い う オプシ ョ ンがサポー ト されています。 こ のオプシ ョ ンでは、 Calpont.xml フ ァ イル

に事前構成された設定を使用し て、 postConfigure ス ク リ プ ト が自動的に実行されま

す。 InfiniDB パッ ケージのア ッ プグレー ド処理中、 InfiniDB 構成フ ァ イル Calpont.xml
は Calpont.xml.rpmsave と し て保存されます。 「postConfigure」 によ って こ の

フ ァ イルが読み取られて、 新しい InfiniDB パッ ケージにア ッ プグレードする と きに、 その
構成データが使用されます。 「プロ ンプ ト な し」 オプシ ョ ンを指定する と、
postConfigure が最初から最後まで実行され、 ユーザーが構成設定を確認または変更す

る通常のプロ ンプ ト で停止する こ と があ り ません。 「プロ ンプ ト な し」 オプシ ョ ンを使用
し ない と、 プロ ンプ ト が表示され、 ユーザーは現在の設定を保持または変更でき ます。

システム構成を設定する必要がないア ッ プグレード を実行する場合は、 「プロ ンプ ト な し」
オプシ ョ ンを使用する と、 よ り 迅速にイ ン ス ト ールを実行でき ます。
複数サーバーのイ ン ス ト ールに 「プロ ンプ ト な し」 オプシ ョ ンを使用する と きは、 サー
バー間に root ユーザーの SSH 鍵を設定するか （SSH 鍵の詳細は、 前述の 「システム管理
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に関する情報」 の項を参照）、 コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン と し て root パス ワード を入
力する必要があ り ます。

「プロ ンプ ト な し」 では、 デフ ォル ト で /usr/local/Calpont/etc にあ る

Calpont.xml.rpmsave が使用されますが、 ユーザーは必要に応じ てコマン ド ラ イ

ンオプシ ョ ンを使用し て、 別のフ ァ イルを使用する よ う 指定でき ます。

「postConfigure」 のオプシ ョ ンに関するその他の情報を参照するには、 次のよ う に

入力し ます。

/usr/local/Calpont/bin/postConfigure -h

Calpont.xml.rpmsave を使用し、 root パス ワード を入力し て 「プロ ンプ ト な し」 イ

ン ス ト ールを実行する コマン ド の例を次に示し ます。

/usr/local/Calpont/bin/postConfigure -n -p 'root-password'

単一サーバーの postConfigure

次に、 InfiniDB 構成ス ク リ プ ト の一般的な実行の出力例を示し ます。 プレーンテキス
ト 形式はス ク リ プ ト からの出力を示し、 太字のテキス ト は質問に対する応答を示し ま
す。 各質問の後には、 その質問で尋ねている内容および一般的な回答に関する簡単な
説明があ り ます。 この説明は、 実際の構成ス ク リ プ ト の実行時には表示されません。

# /usr/local/Calpont/bin/postConfigure

This is the InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the InfiniDB System based on Operator inputs 
and
will perform a Package Installation of all of the Modules within 
the System that is being configured.

IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is either a Management Module #1 or Performance 

Module.

Prompting Instructions:

Press 'enter' to accept a value in (), if available or

Enter one of the options within [], if available, or

Enter a new value
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A copy of the InfiniDB Configuration file has been saved during 
Package install.  It is configured for a Single Server Install.

You have an option of utilizing the configuration data from that 
file or starting with the InfiniDB Configuration File that comes 
with the InfiniDB Package.  
You will only want to utilize the old configuration data when 
performing the same type of install, i.e. Single or Multi-Server

Do you want to utilize the configuration data from the saved copy? 

[y,n]  > y

注意 ： イ ン ス ト ーラによ って、 既存の構成フ ァ イルが存在する こ と が認識され、 そのコ
ピーを使用するかど う かを尋ねられます。 デフ ォル ト と し て既存の値が表示されるので、
以降のプロ ンプ ト では [Enter] キーを押すだけで先に進むこ と ができ ます。

There are 2 options when configuring the System Server Type: single 

and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will only 
be 1 server configured on the system.It's a shorter install 
procedure used for POC testing, as an example. It can also be 
used for production systems, if the plan is to stay single-
server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to 
configure multiple servers now or in the future.With Multi-Server 
install, you can still configure just 1 server now and add on 
addition servers/ modules in the future. This is used more for 
production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (1) > 

<Enter>

Performing the Single Server Install.

Enter System Name (myinfinidb2) > <Enter>

注意 ： こ のシステムに名前を付ける必要があ り ます。 こ の名前は、 様々な OAM ユーテ ィ
リ テ ィ や SNMP メ ッ セージなどに表示されます。 こ の名前は、 任意の数の出力可能な文字
および空白で構成でき ます。

===== Setup High Availability Data Storage Mount Configuration =====
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There are 2 options when configuring the storage: storage and 
local

 'internal' -    This is specified when a local disk is used 
for the dbroot storage or the dbroot storage directories are 
manually mounted externally but no High Availability Support 
is required

 'external' - This is specified when the dbroot directories 
are externally mounted and High Availability Failover Support 
is required.

注意 ： internal を選択し て、 外部でマウ ン ト されたス ト レージを指すソ フ ト リ ン ク

を使用する と、 任意の形式 （ext2、 ext3 など） を使用でき ます。

Select the type of Data Storage [1=internal, 2=external] (1) > 

<Enter>

Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs 
assigned to module 'pm1' (1) > <Enter>

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.If the system 
where InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap Process 
running, then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-
Trap Process.
Additional information: Not having the InfiniDB SNMP_trap 
Process will effect the generation of InfiniDB Alarms and 
associated SNMP Traps.Please reference the Calpont InfiniDB 
Installation Guide for Installs for addition information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable 
it (y,n) [n] > <Enter>
注意 ： 無効化 （y） を選択し て も、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生成し てネ ッ ト ワーク管
理システムに送信する場合は、 後述の 「snmptrap の構成」 を参照し て く だ さい。

===== Setup the External Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a 
Network Control Center

Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

===== Performing Configuration Setup and InfiniDB Startup =====
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NOTE: Using previous configuration setting for 'NumBlocksPct' = 50%
      Using previous configuration setting for 'TotalUmMemory' = 512M

Running the Infinidb MySQL setup scripts

Starting MySQL..
Shutting down MySQL..

Starting Calpont InfiniDB Database Platform
Starting MySQL..

InfiniDB Database Platform Starting, please wait .....DONE

Run Upgrade Script..DONE

InfiniDB Install Successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the InfiniDB MySQL console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console
#

複数サーバー構成の postConfigure

次に、 InfiniDB 構成ス ク リ プ ト の一般的な実行の出力例を示し ます。 プレーンテキス ト 形
式はス ク リ プ ト からの出力を示し、 太字のテキス ト は質問に対する応答を示し ます。 各質
問の後には、 その質問で尋ねている内容および一般的な回答に関する簡単な説明があ り ま
す。 この説明は、 実際の構成ス ク リ プ ト の実行時には表示されません。

# /usr/local/Calpont/bin/postConfigure 

This is the InfiniDB System Configuration and Installation tool.
It will Configure the InfiniDB System based on Operator inputs and
will perform a Package Installation of all of the Modules within the 
System that is being configured.

IMPORTANT: This tool should only be run on the Parent OAM Module
           which is either a Management Module #1 or Performance 

Module.

Prompting Instructions:
        Press 'enter' to accept a value in (), if available or
        Enter one of the options within [], if available, or
        Enter a new value
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A copy of the InfiniDB Configuration file has been saved during 
Package install.  It is configured for a Multi-Server Install.

You have an option of utilizing the configuration data from that 
file or starting with the InfiniDB Configuration File that comes 
with the InfiniDB Package.  
You will only want to utilize the old configuration data when 
performing the same type of install, i.e. Single or Multi-Server

Do you want to utilize the configuration data from the saved 
copy? [y,n]  > y

注意 ： イ ン ス ト ーラによ って、 既存の構成フ ァ イルが存在する こ と が認識さ
れ、 そのコ ピーを使用するかど う かを尋ねられます。 デフ ォル ト と し て既存の
値が表示されるので、 以降のプロ ンプ ト では [Enter] キーを押すだけで先に進
むこ と ができ ます。

There are 2 options when configuring the System Server Type: 

single and multi

  'single'  - Single-Server install is used when there will 
only be 1 server configured on the system.It's a shorter 
install procedure used for POC testing, as an example. It can 
also be used for production systems, if the plan is to stay 
single-server.

  'multi'   - Multi-Server install is used when you want to 
configure multiple servers now or in the future.With Multi-
Server install, you can still configure just 1 server now and 
add on addition servers/ modules in the future. This is used 
more for production installs.

Select the type of System Server install [1=single, 2=multi] (2) > 
2

Installing on Amazon EC2 Instances [y,n] (n) > <Enter>

There are 2 options when configuring the System Module Type: 
separate and combined

  'separate' - User and Performance functionality on separate 
servers.

  'combined' - User and Performance functionality on the same 
server
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Select the type of System Module Install [1=separate, 2=combined] 
(1) > <Enter>

NOTE: Using the default setting for 'NumBlocksPct' at 86%
      Using previous configuration setting for 'TotalUmMemory' = 8G

Enter System Name (myinfinidb2) > <Enter>

Enter the Local Module Name or exit [pmx,exit] (pm1) > <Enter>

===== Setup High Availability Data Storage Mount Configuration =====

There are 2 options when configuring the storage: storage and local

'internal' -    This is specified when a local disk is used for the 
dbroot storage or the dbroot storage directories are manually 
mounted externally but no High Availability Support is required

 'external' - This is specified when the dbroot directories are 
externally mounted and High Availability Failover Support is 
required.

注意 ： internal を選択し て、 外部でマウ ン ト されたス ト レージを指すソ フ ト リ ン ク を使

用する と、 任意の形式 （ext2、 ext3 など） を使用でき ます。

====== Setup the Module Configuration =====

----- User Module Configuration -----

Enter number of User Modules [1,1024] (1) > <Enter>
Enter Starting Module ID for User Module [1,1024] (1) > <Enter>

*** User Module #1 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (server1) > <Enter>
Enter Nic Interface #1 IP Address of server1 (10.0.0.5) > <Enter>
Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>

----- Performance Module Configuration -----

Enter number of Performance Modules [1,1024] (2) > <Enter>
Enter Starting Module ID for Performance Module [1,1024] (1) > 
<Enter>

*** Parent OAM Module Performance Module #1 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (server2) > <Enter>
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Enter Nic Interface #1 IP Address of server2 (10.0.0.6) > 
<Enter>
Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>
Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs 
assigned to module 'pm1' (1,2) > <Enter>

*** Performance Module #2 Configuration ***

Enter Nic Interface #1 Host Name (server3) > <Enter>
Enter Nic Interface #1 IP Address of server3 (10.0.0.7) > 
<Enter>
Enter Nic Interface #2 Host Name (unassigned) > <Enter>
Enter the list (Nx,Ny,Nz) or range (Nx-Nz) of dbroot IDs 
assigned to module 'pm2' (3,4) > <Enter>

===== InfiniDB SNMP-Trap Process Check  =====

InfiniDB is packaged with a SNMP-Trap Process.If the system 
where InfiniDB is being installed already has SNMP-Trap Process 
running, then you have the option of disabling InfiniDB's SNMP-
Trap Process.
Additional information: Not having the InfiniDB SNMP_trap 
Process will effect the generation of InfiniDB Alarms and 
associated SNMP Traps.Please reference the Calpont InfiniDB 
Installation Guide for Installs for addition information.

InfiniDB SNMP-Trap Process is enabled, would you like to disable 
it [y,n] )n) > <Enter>

注意 ： 無効化 （y） を選択し て も、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生成し てネ ッ ト ワーク管
理システムに送信する場合は、 後述の 「snmptrap の構成」 を参照し て く だ さい。

===== Setup the External Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====

This would be used to receive SNMP Traps from InfiniDB, like a 
Network Control Center
Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

===== Setup the External Device Configuration =====
External Devices are devices like a storage array or a Ethernet 
Switch that can be setup to be monitored by InfiniDB with a ping 
test. If device fails, InfiniDB will report a failure alarm.

Would you like to add an External Device? [y,n] (n) > <Enter>

===== Setup the External Network Management System (NMS) Server 
Configuration =====
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Enter IP Address(es) of NMS Server (0.0.0.0) > <Enter>

===== System Installation =====

System Configuration is complete, System Module Installation is the 
next step.  Would you like to continue with the System 
Installations? [y,n] (y)  > <Enter>

Enter the Package Type being installed to other servers 
[rpm,deb,binary] (rpm) > rpm

Performing an InfiniDB System install using RPM packages located in 
the /root/ directory.

Next step is to enter the password to access the other Servers.
This is either the root password or you can default to using a ssh 
key.If using the root password, the password needs to be the same on 
all Servers.

Enter the 'root' password, hit 'enter' to default to using a ssh 
key, or 'exit' > xxxxxxxx
Confirm password > xxxxxxxx

----- Performing Install on Module 'um1 / server1' -----
Install log file is located here: /var/log/Calpont/
um1_rpm_install.log

----- Performing Install on Module 'pm2 / server3' -----

Install log file is located here: /var/log/Calpont/
pm2_rpm_install.log

InfiniDB Package being installed, please wait .............DONE

===== Checking InfiniDB System Logging Functionality =====

The InfiniDB system logging is setup and working on local server

InfiniDB System Configuration and Installation is Completed

===== Infinidb System Startup =====

System Installation is complete.If any part of the install failed,
the problem should be investigated and resolved before continuing.

Would you like to startup the InfiniDB System? [y,n] (y) > 
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----- Starting InfiniDB on 'um1' -----

[root@server1 bin]# ssh root@10.100.10.5 /etc/init.d/infinidb 
restart
root@10.100.10.5's password: 
Shutting down Calpont InfiniDB Database Platform
Starting Calpont InfiniDB Database Platform
Starting MySQL.[  OK  ]
[root@server1 bin]# InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on 'pm2' -----

[root@server3 bin]# ssh root@10.100.10.15 /etc/init.d/infinidb 
restart
Shutting down Calpont InfiniDB Database Platform
Starting Calpont InfiniDB Database Platform
[root@server3 bin]# InfiniDB successfully started

----- Starting InfiniDB on local server -----

Starting Calpont InfiniDB Database Platform
InfiniDB successfully started

InfiniDB Database Platform Starting, please wait ........DONE

Run Upgrade Script..DONE

InfiniDB Install Successfully Completed, System is Active

Enter the following command to define InfiniDB Alias Commands

. /usr/local/Calpont/bin/calpontAlias

Enter 'idbmysql' to access the mysqld console
Enter 'cc' to access the InfiniDB OAM console

最終的なシステム構成

ノ ード が完全に再起動された ら、 PM1 にロ グオン し、 コマン ド を入力し て InfiniDB ソ
フ ト ウ ェ アが起動されている こ と を確認し ます。

システムステータ ス

ノ ード が完全に再起動された ら、 PM1 にロ グオン し、 コマン ド を入力し て InfiniDB ソ
フ ト ウ ェ アが起動されている こ と を確認し ます。
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単一サーバーのステータ スの表示

# cc getsystemstatus
getsystemstatus   Tue Jan 12 08:07:02 2010
System myinfinidb1
System and Module statuses
Component     Status                   Last Status Change
------------  ----------------------   ------------------------
System        ACTIVE                   Mon Jan 11 17:54:46 2010
Module pm1    ACTIVE                   Mon Jan 11 17:54:45 2010

複数サーバーのステータ スの表示

# cc getsystemstatus
getsystemstatus   Wed Jan 13 14:40:26 2010
System myinfinidb2
System and Module statuses

Component     Status                   Last Status Change
------------  ----------------------   ------------------------
System        ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:24 2010
Module um1    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:16 2010
Module pm1    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:40:23 2010
Module pm2    ACTIVE                   Wed Jan 13 14:39:58 2010
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snmptrap の構成

postConfigureで InfiniDB の snmptrap デーモンを無効にする場合で も（システムで実

行されている snmptrap デーモンがすでに存在する ため）、 InfiniDB SNMP ト ラ ッ プを生
成し てネ ッ ト ワーク管理システムに送信するには、 次の手順を実行する必要があ り ま
す。

service を使用し て、 または /etc/init.d でス ク リ プ ト を直接実行し て、現

在実行されている snmptrap デーモンを停止し ます。

# service snmptrapd stop
# cd /etc

snmptrapd.conf を編集し て InfiniDB エン ト リ を追加し ます （次の例の

10.100.3.41 は、 ト ラ ッ プを捕捉する NMS サーバーの IP ア ド レ スです）。

forward .1.3.6.1.2.1.88 10.100.3.41
forward .1.3.6.1.4.1.2021 10.100.3.41
forward default 10.100.3.41
traphandle .1.3.6.1.2.1.88 

/usr/local/Calpont/bin/trapHandler agentTrap
traphandle UCD-SNMP-MIB::ucdavis 

/usr/local/Calpont/bin/trapHandler processAlarm

service を使用し て、 または /etc/init.d でス ク リ プ ト を直接実行し て、現

在実行されている snmptrap デーモンを起動し ます。

# service snmptrapd start
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第 7 章
単一サーバーから複数サーバーへの再構成
エン タープラ イ ズ版の単一サーバー構成を試用し たユーザーが、 次にエン タープラ イ
ズ版の複数サーバー構成を試用する場合には、 この手順に従 う 必要があ り ます。

単一サーバーのバッ クア ッ プ

どのタ イプのア ッ プグレード の場合で も、 ア ッ プグレード を実行する前に、 InfiniDB
システムを停止する必要があ り ます。 次のコマン ド を使用する必要があ り ます。

1. エン タープラ イ ズ版 InfiniDB システムを停止し ます。

リ リ ース 2.0 以上から ア ッ プグレード する場合は、 次のコマン ド を使用し ま
す。

# /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole shutdownsystem y

2.0 よ り 前の リ リ ースから ア ッ プグレードする場合は、 次のコマン ド を使用し
ます。

# /usr/local/Calpont/bin/calpontConsole stopsystem INSTALL 
y

2. 単一サーバーのデータベース をバッ ク ア ッ プし ます （データベース と使用可能
な領域のサイ ズによ る）。 『Calpont InfiniDB 管理者ガイ ド』 の 「バッ ク ア ッ プお
よび リ カバ リ の実行」 の項を参照し て く だ さい。

3. データ用の外部ス ト レージ （/usr/local/Calpont/data1） を使用し てい

る場合は、 アンマウ ン ト し ます。

# umount  /usr/local/Calpont/data1

InfiniDB Enterprise のア ッ プグレー ド

57 ページの 「Calpont InfiniDB のア ッ プグレード」 の関連する ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグ
レード手順に従って、 InfiniDB Enterprise の単一サーバー構成をア ッ プグレード し ま
す。
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重要 ： postConfigure の処理中に、 次の時点で処理を停止し て く だ さい。

===== System Server Installation =====

System Configuration is complete, System Server Installation is the 
next step.  The InfiniDB Package will be distributed and installed 
on all of the other system modules.Would you like to continue with 
the System Server Installations? [y,n] (y) > 

既存の単一サーバーデータベースの使用を予定し ている場合は、 続行する前に、 別のサー
バーセ ッ シ ョ ンで以下の手順に従って く だ さい。

単一サーバーデータベースの使用

以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択し て、 InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版のデータベース を使用
または削除する必要があ り ます。

2.1 以降の既存の単一サーバーデータベースの使用

2.1 以降のエン タープラ イ ズ版の単一サーバー構成および複数サーバー構成では、 エ ク ス
テン ト マ ッ プ （DBRM） フ ァ イルに同じデ ィ レ ク ト リ 構造を使用し ている ため、 単一サー
バーデータベース を引き続き使用する ために追加手順を実行する必要はあ り ません。

2.1 よ り前の既存の単一サーバーデータベースの使用

次の 3 つの条件を満たす場合は、 こ の項に示す手順を実行し ます。

1. 単一サーバーデータベースの使用を継続する必要があ る

2. フ ァ イルがデ ィ レ ク ト リ /usr/local/Calpont/dbrm に存在する

3. エン タープラ イ ズ版の複数サーバー構成を実行し ている
6 単一サーバーから複数サーバーへの再構成



エ ク ステン ト マ ッ プ （DBRM） フ ァ イルを単一サーバー用の場所から複数サー

バー用の場所に移動し ます （ス ト レージの場所にかかわらず必要）。

# mv /usr/local/Calpont/dbrm/* 
/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/.

次のフ ァ イルを編集し て、 BRM パス を変更し ます。

/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/
BRM_saves_current

さ らに、

/usr/local/Calpont/dbrm/BRM_saves

を次のよ う に変更し ます。

/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/BRM_saves

既存の単一サーバーデータベースの削除

既存の単一サーバーデータベース を使用し ない場合は、 関連するデータベース フ ァ イ
ルを削除する必要があ り ます。

1. バッ ク エン ドデータベース フ ァ イルを削除し ます。

データベース フ ァ イルを削除し ます （ス ト レージの場所にかかわらず必

要）。

# rm -rf /usr/local/Calpont/data1/000.dir

エ ク ステン ト マ ッ プフ ァ イルを削除し ます （ス ト レージの場所にかかわら

ず必要）。

2.1 よ り 前のデータベースの場合 ：
# rm -rf /usr/local/Calpont/dbrm/*

2.1 以降のデータベースの場合 ：
# rm -rf /usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/*

2. フ ロ ン ト エン ド データベースのスキーマフ ァ イルを削除し ます。

/usr/local/Calpont/mysql/db デ ィ レ ク ト リ から calpontsys、

mysql および test スキーマ以外のすべてのデータベース スキーマを削

除する必要があ り ます。

例 ： 
# rm -rf /usr/local/Calpont/mysql/db/myschema1
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エン タープ ラ イズ版の複数サーバー構成のア ッ プグレー ドの完了

「y」 を選択するか [Enter] を押し て、 エン タープラ イ ズ版の複数サーバー構成のイ ン ス

ト ールを完了させます。

===== System Server Installation =====

System Configuration is complete, System Server Installation is the 
next step.  The InfiniDB Package will be distributed and installed 
on all of the other system modules.Would you like to continue with 
the System Server Installations? [y,n] (y)  > <Enter>
8 単一サーバーから複数サーバーへの再構成



第 8 章
コ ミ ュニテ ィ 版イ ンス ト ールから エン タープ ラ イズ版イ ンス
ト ールへのア ッ プグレー ド
InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版を試用し たユーザーが、 次にエン タープラ イ ズ版を試用する場
合には、 こ の手順に従 う 必要があ り ます。

InfiniDB コ ミ ュニテ ィ 版の削除およびバッ クア ッ プ

どのタ イプのア ッ プグレード の場合で も、 ア ッ プグレード を実行する前に、 InfiniDB シ
ステムを停止および削除する必要があ り ます。 次のコマン ド を使用する必要があ り ま
す。

1. コ ミ ュニテ ィ 版 InfiniDB サービ ス を停止し ます。

 # /etc/init.d/infinidb stop

2. コ ミ ュニテ ィ 版 InfiniDB パッ ケージをアン イ ン ス ト ールし ます。

RPM を使用し て イ ン ス ト ールし た場合 ：

# rpm -e calpont calpont-mysql calpont-mysqld

DEB を使用し て イ ン ス ト ールし た場合 ：

# /usr/local/Calpont/bin/pre-uninstall
# dpkg -r calpont calpont-mysql calpont-mysqld
# dpkg -P calpont calpont-mysql calpont-mysqld

バイナ リ またはソース を使用し て イ ン ス ト ールし た場合 ：

# /usr/local/Calpont/bin/pre-uninstall

3. コ ミ ュニテ ィ 版のデータベース をバッ ク ア ッ プし ます （データベース と使用可能
な領域のサイ ズによ る）。 『Calpont InfiniDB 管理者ガイ ド』 の 「バッ ク ア ッ プお
よび リ カバ リ の実行」 の項を参照し て く だ さい。
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4. データ用の外部ス ト レージ （/usr/local/Calpont/data1） を使用し ている場

合は、 アンマウ ン ト し ます。

# umount  /usr/local/Calpont/data1

InfiniDB エン タープ ラ イズ版のイ ンス ト ール

25 ページの 「Calpont InfiniDB のイ ン ス ト ールおよび構成」 の関連する ソ フ ト ウ ェ ア イ ン
ス ト ール手順に従って、 InfiniDB のエン タープラ イ ズ版を イ ン ス ト ールし ます。

重要 ： postConfigure の処理中に、 次の時点で処理を停止し て く だ さい。

===== System Server Installation =====

System Configuration is complete, System Server Installation is the 
next step.  
The InfiniDB Package will be distributed and installed on all of the 
other system modules. 
Would you like to continue with the System Server Installations? 
[y,n] (y)  > 

既存のコ ミ ュ ニテ ィ 版データベースの使用を予定し ている場合は、 続行する前に、 別の
サーバーセ ッ シ ョ ンで以下の手順に従って く ださ い。

InfiniDB コ ミ ュニテ ィ 版データベースの使用

以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択し て、 InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版のデータベース を使用
または削除する必要があ り ます。

2.1 以降の既存のコ ミ ュニテ ィ 版データベースの使用

2.1 以降のコ ミ ュニテ ィ 版およびエン タープラ イ ズ版では、 エ ク ステン ト マ ッ プ （DBRM）
フ ァ イル用に同じデ ィ レ ク ト リ 構造を使用し ている ため、 コ ミ ュ ニテ ィ 版データベース を
引き続き使用する ために追加手順を実行する必要はあ り ません。

2.1 よ り前の既存のコ ミ ュニテ ィ 版データベースの使用

次の 2 つの条件を満たす場合は、 こ の項に示す手順を実行し ます。

1. 2.1 よ り 前の InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版データベースの使用を継続する必要があ る

2. フ ァ イルがデ ィ レ ク ト リ /usr/local/Calpont/dbrm （2.1 よ り 前の リ リ ースの

データベース） に存在する

エ ク ステン ト マ ッ プ （DBRM） フ ァ イルを コ ミ ュニテ ィ 版の場所からエン タープラ

イ ズ版の場所に移動し ます （ス ト レージの場所にかかわらず必要）。
0 コ ミ ュニテ ィ 版イ ンス ト ールからエン タープ ラ イズ版イ ンス ト ールへのア ッ プグレー ド



# mv /usr/local/Calpont/dbrm/* 
/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/.

次のフ ァ イルを編集し て、 BRM パス を変更し ます。

/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/
BRM_saves_current

さ らに、

/usr/local/Calpont/dbrm/BRM_saves

を次のよ う に変更し ます。

/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/BRM_saves

既存のコ ミ ュニテ ィ 版データベースの削除

既存のコ ミ ュニテ ィ 版データベース を使用し ない場合は、 関連するデータベース フ ァ
イルを削除する必要があ り ます。

1. バッ ク エン ドデータベース フ ァ イルを削除し ます。

データベース フ ァ イルを削除し ます （ス ト レージの場所にかかわらず必

要）。

# rm -rf /usr/local/Calpont/data1/000.dir

エ ク ステン ト マ ッ プフ ァ イルを削除し ます （ス ト レージの場所にかかわら

ず必要）。

2.1 よ り 前のデータベースの場合 ：
# rm -rf /usr/local/Calpont/dbrm/*

2.1 以降のデータベースの場合 ：
# rm -rf /usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/*

2. フ ロ ン ト エン ド データベースのスキーマフ ァ イルを削除し ます。

/usr/local/Calpont/mysql/db デ ィ レ ク ト リ から calpontsys、

mysql および test スキーマ以外のすべてのデータベース スキーマを削

除する必要があ り ます。

例 ： 
# rm -rf /usr/local/Calpont/mysql/db/myschema1

エン タープ ラ イズ版のイ ンス ト ールの完了

「y」 を選択するか [Enter] を押し て、 エン タープラ イ ズ版のイ ン ス ト ールを完了させ

ます。

===== System Server Installation =====
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System Configuration is complete, System Server Installation is the 
next step.  
The InfiniDB Package will be distributed and installed on all of the 
other system modules. 
Would you like to continue with the System Server Installations? 
[y,n] (y)  > <Enter>

InfiniDB エン タープ ラ イズ版での圧縮

InfiniDB エン タープラ イ ズ版の ソ フ ト ウ ェ アにはデータ を圧縮する機能があ り ます。 イ ン
ス タ ン ス レベルの圧縮をデフ ォル ト で 「オン」 にするには、 my.cnf に新しい圧縮変数を

追加する必要があ り ます。 ア ッ プグレード 後、 my.cnf で、 こ の変数を必要な設定にし た

こ と を確認し て く だ さい。

イ ン ス タ ン ス レベルで圧縮モード を設定するには、 コマン ド ラ イ ン または my.cnf で

infinidb_compression_type を指定し ます。 イ ン ス タ ン ス レベルの圧縮をデフ ォル ト

設定するには、 my.cnf フ ァ イルに この変数が存在し ている必要があ り ます。 この変数が

存在し ない場合、 デフ ォル ト 値は 0 （圧縮はオフ） です。

コマン ド ラ イ ンの場合 ： 
      ~/mysql/libexec/mysqld --xxxxxx --infinidb_compression_type=1 

my.cnf フ ァ イル （/usr/local/Calpont/mysql） の場合 ：
      [mysqld]
      xxxxx
      infinidb_compression_type=1

my.cnf への変更は、 すべてのユーザーモジ ュールに適用する必要があ り ます。 変更が完

了し た ら、 InfiniDB を再起動し て変更を有効にする必要があ り ます。

 # cc restartsystem y

イ ン ス タ ン ス レベルで圧縮モード を設定する方法の詳細は、 『Calpont InfiniDB 管理者ガイ
ド』 の 「圧縮モード」 の章を参照し て く ださい。
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